
ԣ඿ߴ঎࣌୅ɺ৽੍大学のൃ଍と経済学෦のൃ展

ᶗɹ横浜ߴ等商業学ߍの時代
̍ɽ設立の経Ң
（̍）はじめに
横浜ߴ等商業学ߍ（以下、横浜ߴ商）の設立は 1923 年 12 月だが、大正期の原内ֳ時代からその設立

に޲けた動きが始まった。大正期の೔本は、1914 ʙ 18 年の第一࣍世界大戦を経て、ࢁ東൒ౡやೆ洋ॾ
ౡなどのւ外རݖをさらに֦大したが、それとಉ時に国際貿易で活躍できる人ࡐの育成がٻめられるこ
ととなったわけである。
当時のߴ等商業学ߍは、東京、ਆޱࢁ、ށ、長࡚、খḺの̑ߍしかなく、その૿設がඞཁなのは明ら

かであった。しかも、東京ߴ等商業学ߍは、1920 年に東京商科大学へঢ֨することとなり（現在の一
務となった。ນ຤以来೔本のٸの設ஔがߍ等商業学ߴ大学のલ਎）、その代わりとして関東஍Ҭでのڮ
貿易の中心を担っていた横浜でのߴ等商業学ߍ設立の運ͼとなり、横浜ߴ商は 1925 年に開ߍすること
がܾまった（『横浜国立大学社会科学系部局ീे年࢙』以下、『ീे年࢙』）。

（̎）関東大਒ࡂのӨڹ
प஌のように、1923 年̕月̍೔に関東大਒ࡂがىこり、横浜はਙ大なඃ֐をडけた。਒ࡂલに 3
000

000
場、30޻ 人の৬޻をތった横浜のॏ化学޻業は໿̏分の̍のن໛にまでॖখした。Րࡂだけでなく
௡೾ඃ֐も大きく、横浜ߓのߓ࿷設උ・૔ݿの 8ׂがഁଛ・ফࣦし、多くの貿易商がڌ఺をਆߓށへと
移動させることとなったのである。
਒ࡂをडけて、1923 年 10 月จ部省は、横浜ߴ商の開ߍを஗らせるのではなくٯに̍年ૣめて 1924
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年とした。そのૂいは、横浜ߴ商の設立により貿易に関する「໛ൣ的」人ࡐを育成することで、「෮ڵ
ଅ進」につな͛るところにあった。ઌにΈたように、東京ߴ等商業学ߍのঢ֨により関東஍Ҭにはߴ等
商業学ߍがなくなっており、横浜ߴ商の設立により関東஍Ҭ（ͻいてはશ国）の༏秀なएき人ࡐがूま
ることは、横浜の活ؾを取り໭す上できわめて༗ӹと൑அされたとߟえられる。横浜ߴ商は、਒ࡂ෮ڵ
のシンϘルとして設立されたといえよう。

（̏）田৲常༤ߍ長の赴任と第̍ճ入学ࢼ験の実ࢪ
横浜ߴ商の開ߍが̍年લ౗しされたこともあり、それに޲けた動きは߄ただしくなった。1923 年 12

月には長࡚ߴ等商業学ߍのߍ長を務めていた田৲常༤が、横浜ߴ商の初代ߍ長となることがܾまった。
学ߍのෑ஍については横浜ࢢೆଠ田෋士ݟがબ͹れ、ࣷߍについては田৲のཁ๬ٴͼ関東大਒ࡂ後の๷
築となった。あわせて、1924ݐコンクリートےまりというトレンドもあり、木଄ではなくమߴҙࣝのࡂ
年̏月までに新任教官のબ出も進められていった。
1924 年４月には横浜ߴ商のه೦すべき第̍ճ入学ࢼ験が実ࢪされた。入ࢼ会場は横浜、東京、京౎、

金୔であった。現在の横浜国立大学経済学部・経営学部のルーπである横浜ߴ商が、発଍当初からશ国
۠の学ߍであったことがわかる。当時の入ࢼは中学ߍ卒と商業学ߍ卒の྆ํからืूするものであり、
入学ڐՄ数はೋର一のׂ合となっていた。ड験者૯数 1
028 ໊、合֨者数 135 ໊、ड験ഒ཰ 7�6 ഒの೉
関であった（中学卒のड験者数 738 ໊、合֨者数 84 ໊で、商業学ߍ卒のड験者数 290 ໊、合֨者数 50 ໊）。
当時の教育制度の下でߴ等商業学ߍに進学するルートとしては、ਘ常খ学ߍ（̒年間）ˠ中学ߍ（̑

年間）ˠ専門学ߍ（چ制̏年間）、もしくはਘ常খ学ߍˠߴ等খ学ߍ（̎年間）ˠߕछ実業学ߍ（̏年間）
ˠ専門学ߍという̎つのものが開かれており、いͣれにしてもड験時は 17 を迎えているのが通常でࡀ
あった。ͪなΈに、ఇ国大学入学には、中学ߍˠߴ等学ߍ（̏年間）ˠఇ国大学（̏年間）というルー
トがٻめられており、大学卒ʹ現代の大学院修士課程修了にۙかったとΈてよいだろう。
こうして、ແ事に新入生を迎えた横浜ߴ商では、1924 年４月 21 ೔に第̍ճの入学ࣜがڍ行された（官

制上は 1923 年 12 月 10 ೔に創設、修業年̏ݶ年）。なお、ࣷߍが新築されるまでの間、横浜ߴ商の講義
は大Ԭࢁ弘明ࣉにある横浜ߴ等޻業学1920）ߍ 年設立、現在の横浜国立大学理޻学部のલ਎）のߍ （ࣷこ
ͪらも関東大਒ࡂで΄΅શյしたため、͝ٸしらえのバラックࣷߍであった）の一部を間आりして実ࢪ
されていた。

̎ɽ発展から戦時期へ
（̍）教育の開始
横浜ߴ商の教育は、ϕςラン・中ݎ・एखとバランスのよい教官ߏ成でスタートした（『ീे年࢙』

表̍）。開ߍ時のߏ成は、学ߍ長໊̍、教授 16 ໊、ॿ教授໊̍、講師 12 ໊、外国人教師໊̍などとなっ
ており、ߍ長の田৲は 47 であった。なお、ऩ༰定員໿ࡀ 400 ໊にରして教官数໿ 30 ໊というのは、現
在の経済学部ٴͼ大学院国際社会科学෎経済学専߈の学生教員ൺとൺべると໿̏分の̍というن໛ײで
のધ出であった。
教授ਞの多くは、長࡚ߴ等商業学ߍや大૔ߴ等商業学ߍ（現在の東京経済大学、なお戦後に田৲常༤

は大૔経済専門学ߍの大学ঢ֨のためಉߍ理事長として招かれた）などでの講義経験があり、ಙ૿ӫଠ
郎のようにจ部省在外研究からؼ国した͹かりの者もいた。他ํで、井上ُࡾのように大学を卒業した
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͹かりのएख講師もおり、新進ؾӶの教官によって࠷新の研究内༰も講義されたという。
科目഑ஔとしては、やはりߴ等商業学ߍとして、田৲とಉ૭で大૔ߴ商から転じたࢢؗݹଠ郎の฽ه・

原Ձࢉܭをはじめ、商業に関するものが充実しているが、経済原࿦、՟ฎ࿦、ۜ 行࿦、外国ҝସ、ࡒ政学、
経済஍理、外国経済事৘、౷ܭ学など経済学についてもかなりの程度取りἧえられており、ࡒ政、金༥、
外国経済、数理経済に強い఻౷は横浜ߴ商時代からഓわれていたことがӐわれる。他に、ຽ法、商法と
いった法཯系科目ٴͼӳޠ、フランスޠ、ドΠπޠといった外国ޠ科目がஔかれていた。
『ീे年࢙』によると、横浜ߴ商の「もっとも特௃的な教育」は、গ人数教育のゼミφールが当初か
らあったことである。̎年生は原ॻ講ಡ中心のプロゼミφール、̏年生は 10 ໊લ後の学生を教官がຖ
ि̍・̎時間研究指導するというࣜܗでのゼミφールが実ࢪされていた。当時のゼミφールも学生が研
究成Ռを発表し、教官からの指ఠや࣭問、学生ಉ士での౼࿦、教官による講ධというࣜܗで行われてい
た఺は現代とಉ様だが、学生の発表४උは数か月にもٴΜだという఺ではִ世のײがあった。
部の活動は༗໊であり、ຖ年７月̍೔の横ٿの上の勉強以外の課外活動も੝Μであった。特に、野ص

浜開هߓ೦೔（現ɿ̒月̎೔）にߴ商と޻ߴによる野ٿ定期戦は、「ハマのૣܚ戦」として/),により
શ国ラジオ์ૹされる΄どであった。また、ॊಓ、݋ಓ、αッΧー、ラグϏーなど各スϙーπ部の活動
も੝Μであった。1925 年に஀生した学༑会では、講ԋ部の活動が೤心であり、ਆಸ川ݝ内はもͪろΜ੩
Ԭ、໊ݹ԰などݝ外にも८ճ講ԋに出かけ、一ൠࢢຽを૬खに学生部員が経済問୊や外交問୊を࿦じて、
商の໊෺となった。エコϊミストとして活躍する横浜国立大学経済学部出਎者のルーπがここに֞間ߴ
。られるݟ
1926 年̏月、మےコンクリート଄のࣷߍがམ成した。ਗ਼ਫϲٰのࡔの上に立ͪ、「നѥの఼ಊ」、「ً

くനѥ」などとݺ͹れた新ࣷߍは、̏ てでԆべচݐ֊ 1
118 ௶（3
693N2）であり、̍ ֊の商඼௠ྻࣨ（各
஍の商඼を௠ྻし、貿易等のҙ義を啓໤）、̎ŋ̏֊一体の大講ಊٴͼ֊ஈ教ࣨ、̎֊のਤॻӾཡࣨとॻ
の大教ࣨ等から成り立っていた。ಉ年֊̏、ݿ 10 月には新ࣷߍམ成と̏年生までἧったことをॕした
開ࣜߍが੝大に行われた。さらに、ত࿨վݩ後の 1928 年には学生ྈとして෋士ݟྈが開設され、஍ํ
出਎の一年生が入ྈできるようになった。なお、ྈඅは下॓の 10 分の̍以下と֨҆だった。

（̎）初代ߍ長田৲常༤
横浜ߴ商の教育を特௃ͮけたのは、開ߍから 1943 年まで 20 年ۙくにわたってߍ長を務めた田৲常༤

であった。田৲は 1876 年に۽本ݝで生まれ、東京ߴ等商業学ߍを卒業した。卒業後は、大૔商業学ߍ
で７年間教佃をࣥり、1908 年に長࡚ߴ等商業学ߍの教授にब任、ΠΪリスཹ学、長࡚ߴ商のߍ長を経て、
横浜ߴ商に初代ߍ長として赴任したのである。
田৲は学生に人 ・֨人๬・஌力・体力をඋえる「৴頼の人となれ」とઆき、1926 年 10 月の開ࣜߍでスϐー

νして以来の代໊ࢺとなった。あわせて、ର外貿易・ւ外発展の研究のॏཁੑやϏジωスの進化へのద
応をઆくなど大正σϞクラシーの時代にふさわしい「リϕラリスト」であった。٦木俊ৃ『ࡾ商大�
東京・大ࡕ・ਆށʕ೔本のϏジωス教育のݯ流ʕ』（ؠ೾ॻళ、2012 年）によると、田৲はࡒ界人ともωッ
トϫークが޿がっており、学生のब৬の面౗ݟもよくて「ब৬のਆ様」とݺ͹れたという。ۙ࠷でも横
浜国立大学は「 2015 ˠ 2024ɹ10 年間ब৬力ランΩング」（೔本経済新ฉ社 2024 年̒月̑೔発表）で関
東・ߕ৴ӽ஍۠で第 1Ґとなった。ब৬に強い大学のݯىとして、田৲のݙߩはやはり大きいといえよう。
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（̏）貿易ผ科とೆถ移ຽ
1920 年代のෆگをडけてւ外への移ຽ政策を進めていた政෎は、貿易・移ຽ実務の担いखを育成す

るべく 1929 年にޱࢁ・長࡚・横浜のߴࡾ商で貿易ผ科を設ஔした。それよりઌの 1924 年、内務省社会
局によりブラジル移ຽ౉ߤඅのશֹิॿが実ࢪされることとなり、ブラジル移ຽの数は年̍ສ人を௒え
るようになっており、貿易ผ科ではೆถ޲け移ຽの現஍指導者のཆ成が期଴されたわけである。
横浜ߴ商の貿易ผ科は修業年ݶ 1年で、スϖΠンޠまたはϙルトガルޠが第一外国ޠであり、೶業大

ҙと೶業実शがඞ修科目とされていた。貿易ผ科の第一期卒業生 34 ໊のうͪ、15 ໊がブラジルに౉ߤ
し、長野ݝຽのւ外移ॅをଅ進する৴ೱւ外協会によりઌ行的に開発が進Μでいたαンパウロ州アリ
アンα移ॅ஍に赴き、ಉ஍の力行会の೶事࿅श所で実஍経験を積Μだ上で大೶経営や౎ࢢ部での商業に
勤しΉこととなった。国立国会ਤॻؗฤ「ブラジル移ຽの 100 年」によれ͹、「アリアンαの入২者は、
ある程度のࢿ産を༗し、ൺֱ的教育程度のߴい人が多く、これまでの೔本移ຽのなかでは異色の存在で
あった」というߴ。 いਫ४の教育をࢪされたであろう横浜ߴ商貿易ผ科の卒業生とは、おそらくഅが合っ
たようにࢥわれる。

（４）戦時体制の進展のӨڹ
प஌のように、1931 年のຬ州事ม以߱、೔本は४戦時体制へと移行していく。特に、1935 年のఱߖ

機関આ事݅をडけて、܉部・ӈཌྷの強ཁによって実ࢪされた国体明௃੠明以߱、横浜ߴ商も戦時体制
の進展のӨڹを本֨的にडけることとなった。1937 年７月のᚯڮߔ事݅を経てటপの೔中戦争となる
と、ಉ年 10 月には国ຽਫ਼ਆ૯動員ि間において横浜ߴ商でも「時局の生活の೔」、「時局講ԋ」、「勤࿑
ใ国೔」、「心਎஁࿉の೔」などが 1ि間にわたって実ࢪされた。1938 年には勤࿑ใ国学生ஂが݁成され、
ಉ年Նからはूஂ勤࿑࡞業が始まった。1941 年 12 月の೔ถ開戦以߱は、国ຽ勤࿑ใ国協力ྩにより、
横浜ߴ商でも学ߍใ国ୂが݁成され、௽ݟ・川࡚の܉ध޻場へ動員された。さらに、αΠパンౡؕམ後
の 1944 年̕月にはߴ商体育ؗが東ࣳਗ਼ਫϲٰ޻場へと転׵されたが、これはۭऻܹ化をݟӽした学ߍ
。場でもあった޻
リϕラルな田৲ߍ長は 1943 年に退任、東京ఇ国大学経済学部卒でࡒ政学・২ຽ政策を専門とし関東

問を務めていたԬ野ؑސの経済܉
ㆉ ㇓ ㆌ

長に新たにब任し、スパルタࣜ教育を強化した。1944ߍがه 年４月、
横浜ߴ商は、޻場の生産ੑ޲上のための人ࡐ育成にॏ఺を移すจ部省のํ਑の下、横浜޻業経営専門学
にվশし所属をଓけることとなった。なお、貿易ผ科はߍ存の学生は横浜経済専門学ط。にվশしたߍ
ഇࢭされた。
時局の進展は、教官の教育・研究にもӨڹをٴ΅した。数໊の教官が学生の引཰者としてຬऱ・中国

に赴いた他、会ܭ学が専門のࠇ୔ਗ਼は܉の委৤をडけて୆࿷౶業の࡯ࢹやೆํ઎ྖ஍Ҭの޻業経営ௐࠪ
を実ࢪした。経済政策が専門の౉ลً一は෹ҹ進றをडけてαΠΰンに新設されたೆ洋学院の教授とし
て赴任し、経済原࿦が専門のӽଜ৴ࡾ郎は૯力戦研究所へ入所した。ೆํॾ஍Ҭの産業貿易のௐࠪ研究
をओな目的とし、1941 年̍月に設ஔされたଠฏ洋貿易研究所では、ೆ洋஍Ҭ・オーストラリア・中ೆ
ถなど஍Ҭผに産業貿易のௐࠪ研究を各教官が分担して実ࢪした。その成Ռは、『ଠฏ洋産業研究૓ॻ』
として、第 9ूまで刊行されている。
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（̑）入ࢼঢ়گと卒業後の進࿏
創立以来、横浜ߴ商の入ࢼഒ཰はߴいਫ४をҡ࣋した（表̍）。特に、中学出਎者のഒ཰は、1924 ʙ

32 年までは໿̔ഒでਪ移し、അ場ࡒ政の開始とともに戦時体制が進展する 1936 年以߱は 10 ഒを௒え
るに至った。入学者数もঃʑに૿加し、1943 年には 200 ໊を௒えている。そもそも、೔本は࢛ํをւ
にғまれており明治ҡ新期より貿易人ࡐのॏཁੑはߴかった。時局の進展とともに֬ݯࢿ保のための貿
易やຬऱ開発をؚΉ২ຽ஍政策のਪ進のため、ߴ商卒の人ࡐがより෯޿くٻめられるようになり、また
そのことがよく஌れ౉っていたとΈてよいだろう。

表̍　ԣ඿ߴ঎のೖࢼ（ຊՊ）の推移（1924～ 4�年）

˞『ീे年࢙』より転ࡌ。

横浜ߴ商の卒業生は、ۜ行・会社にब৬する者が΄とΜどであった（表̎）。1936 年までは、商事会
社にब৬した者が࠷も多かったが、貿易人ࡐの育成を一つのபとする横浜ߴ商としては当વの݁Ռで
あったといえよう。あわせて、ۜ行や৴ୗ会社にब৬した者も多く、金༥業へのब৬に強い経済学部の
఻౷はૣくもこのࠒにはৢ成されていたことがわかる。
1938 年以߱は、経済の܉ध化を൓өして、ॏ޻業ٴͼその他の޻業（ి力会社や౔木会社など）へ

のब৬者が૿ٸしたが、ۜ行・商社へのब৬者もそれ΄どݮগはしていない。このࠒには、横浜ߴ商の
卒業生が実業界からߴいධՁをಘていたことがӐわれる。
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表2　ԣ඿ߴ঎のۜߦձࣾ就職ऀ業種別಺༁の推移（192�～ 42年）

˞『ീे年࢙』より転ࡌ。

（̒）ഊ戦લ後のঢ়گ
1945 年４月ʙ̔月には、横浜で̏ճ大ن໛なۭऻがあり、４月ٴͼ̑月のۭऻでࣷߍの໿４ׂをফ

ࣦし、学޻ߍ場もඃ֐をडけた。1945 年̔月 15 ೔、Ԭ野ߍ長と数໊の教৬員ٴͼ勤࿑動員されていた
100 ໊程の学生は、چ学生৯ಊ੻でۄԻ์ૹをฉいたという。
ഊ戦後の横浜ߴ商（横浜経専）の動きはૉૣかった。1945 年̕月に授業は࠶開され、第 20 ճ卒業ࣜ

もڍ行された。1946 年̕月には「ハマのૣܚ戦」であるର޻ߴ野ٿ定期戦が෮活、1947 年からは大学
ঢ֨運動が本֨化し、1949 年̑月の横浜国立大学の創設へと至ることとなる。

ᶘɹ横浜国立大学発଍と経済学部の発展
̍ɽ新制大学としての発଍と૲創期の経済学部
（̍）横浜国立大学の創設
ഊ戦により೔本はฏ࿨ओ義とຽओ化のಓをาΈ始めた。1947 年̏月に公෍・ࢪ行された教育基本法

制中چ年制であったޒ。体系として新たに導入されたߍ制が学࢛・ࡾ・ࡾ・教育法により、࿡ߍͼ学ٴ
学は、લ̏年間を新制中学に、後̎年間に専門学ߍ等のはじめの̍年間を੾って加えた̏年間で新制ߴ
、ߴとした。そしてߍ 等教育機関については、戦લは大学ߴ、 等学ߍ、専門学ߍ、師ൣ学ߍなど多様であっ
たが、戦後の基本ઢとしてશて࢛年制の新制大学へと転׵することとなった。จ部省ฤ『学制ඦ年࢙』（ఇ
国஍ํ行政学会、1972 年）によると、1948 年̒月จ部省は新制国立大学の設ஔに関して、「国立大学は、
特ผの஍Ҭ（๺ւಓ、東京、Ѫ஌、大ࡕ、京౎、෱Ԭ）をআき、ಉ一஍Ҭにある官立学ߍはこれを合ซ
して一大学とし、一෎ݝ一大学の実現をਤる。ʜ各౎ಓ෎ݝにはඞͣ教ཆおよͼ教৬に関する学部もし
くは部をஔく。ʜ大学の໊শは、原ଇとして、౎ಓ෎໊ݝを用いるが、その大学およͼ஍ํのر๬によっ
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ては、他の໊শを用いることができる」などे一原ଇをܾ定した。本原ଇに基ͮき、新制の஍ํ国立大
学はچ師ൣ学ߍを֩として専門学ߍ等の合ซにより設立されることとなった。
もともと、横浜経済専門学ߍ（横浜ߴ商）は、1947年に大学ঢ֨४උ委員会を設ஔして୯独でのঢ֨を
め͟していた。จ部省のे一原ଇをडけて、横浜経専、横浜޻専、ਆಸ川師ൣ、ਆಸ川੨年師ൣの４専門
学ߍは、学ܳ・経済・޻学からなる૯合大学「横浜大学」の設立を1948年７月にਃ੥した。しかし、横浜
つ೹の໊শ争ୣ戦ࡾ、๬しرも「横浜大学」をߍや私立の横浜専門学ߍಉҩ学専門学・ߍ立経済専門学ࢢ
の様૬をఄした。「ឯ༨ંۂの຤」に「横浜国立大学」、「横浜ࢢ立大学」、「ਆಸ川大学」とすΈ分けるܗで
ܾ着した。こうして、1949年̑月、新制大学として横浜国立大学（以下、横浜国大）がスタートすること
となった。初代学長は޻専ߍ長の෋ࢁ保が、初代の経済学部長にはಙ૿ӫଠ郎がそれͧれ任໋された。新
制大学の特௃として教ཆ教育があ͛られるが、横浜国大は当初から教ཆ課程を2年間ではなく̍年間とし、
専門教育にॏ఺がஔかれていた。後の1990年代の教ཆ教育վֵでશ国的に専門教育がॏ఺化されたことに
ؑΈると、横浜国大はઌ進的な教育制度を当初からඋえていたといえよう。なお、新制大学化しても、Ωϟ
ンパスが౷合されたわけではなく、経済学部は横浜ߴ商以来のਗ਼ਫϲ （ٰਗ਼ਫ୆ߍ஍）を継ঝ࢖用していた。
設立当初の横浜国大の入ࢼは、1949 年度は一期1950、ߍ ʙ 52 年度はೋ期1953、ߍ 年度は一期ߍ、

1954 年度以߱はೋ期ߍとೋ転ࡾ転した。特に、1954 年度のೋ期ߍへの転׵は入ࢼのഒ཰がৼるわなかっ
た他学部とのௐ੔の݁Ռであり、20 ഒۙい入ࢼഒ཰をތる経済学部教授会のҙ޲に൓するものであっ
た。݁ 局、横浜国大経済学部は、「ೋ期ߍの༤」と「ೋ期ߍコンプレックス」をซせ࣋つアΠσンςΟςΟ
を๊えながら戦後のಓのりをาΜでいくこととなった。なお、1950 年には第一ճ国立े大学経済学部長・
事務長会ٞ（現、12 大学経済学部長・事務長合ಉ会ٞ）が横浜国大経済学部で開࠵されており、ߴچ
商系のリーμーとΈられていたことがӐわれる。また、ಉ年にはلཁ『エコϊミア』が創刊された。

（̎）経営学部の分཭独立
経済学部では 1953 年度から経済系と経営系の̎コースに分かれていたが、1963 年度に経営学科が設

ஔされて経済学科との̎学科制となり、1964 年度には第二部経営学科（໷間部）が設ஔされた。さらに、
1966 年度に貿易学科の設ஔがܾまった。当時の学生定員は、経済学科 80 ໊、経営学科 120 ໊、貿易学
科 60 ໊の合ܭ 260 ໊となり、第二部の定員は 80 ໊であった。当時の̍つの学部の定員としてはかなり
大きくなっており、これ以上の発展をਤるには学部の分ׂがෆՄආなঢ়گであった。
1966 年 11 月、経済学部教授会は「経営学部の創設について」を公表し、経済学部、経営学部、法学

部の̏学部をඋえた横浜国大の૯合大学化をক来的に実現するߏ૝を明らかにした。経営学部の設ஔは
จ部省にもೝめられ、1967 年度に経営学科が経営学部として分཭独立するに至った（第二部も経営学
部に移行）。『ീे年࢙』によれ͹、経営学部の分཭独立の෬ઢやܖ機としていくつかのԺやかではない
出来事があったようである。大学の存在理༝である学問的な؍఺からΈると、೔ถのߴ度成長の中で経
営学の発展はஶしく、当時は経済学の指޲するํੑ޲と異なりつつあったことが、分཭独立のഎܠとし
て大きかったのではなかろうか。

（̏）大学紛争とΩϟンパス移転
1960 年の҆保ಆ争では、横浜国大の学部生が連೔のように国会σϞにࢀ加するなど、本学の学生運

動は੝Μであった。طに、横浜国大は 1954 年に経済、学ܳ、一ൠ教育をਗ਼ਫϲٰΩϟンパスに౷合す
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るܭըを立て、໿４ສ௶の用஍ങऩをՌたしていたが、҆保ಆ争後に学ܳ学部の教授会とچ師ൣのಉ૭
会の中から౷合൓ରの動きが生じ、݁局 1963 年度のਗ਼ਫϲٰ౷合の֓ࢉཁٻはೝめられなかった。し
かし、1965 年̍月学ܳ学部はՐ事によりࣷߍの大൒がমけམͪるというෆ޾にݟ෣われ、学ܳ学部も
ਗ਼ਫϲٰにプレハブࣷߍをݐててٸ場をしの͙こととなった。このような中で、1965 年４月のධٞ会
で程ϲ୩Χントリー۞ָ部ΰルフ場੻஍への౷合移転がܾ定されたのである。なお、「保౔ϲ୩」とい
う஍໊だが、明治期に「程ϲ୩」が࢖われることが૿えていたが、ত࿨初期ࠒから࠶ͼ「保౔ϲ୩」が
。用されることが૿えたという経Ңがある࢖
ところで、横浜国大の学生運動は、学ܳ学部がશ学連ओ流೿、経済学部と޻学部は൓ओ流೿に分かれて

いた。1966年は学ܳ学部の教育学部へのվশに൓ରするࣗ治会による50೔間の学Ԃ෧࠯が行われ、ཌ67
年に設ஔされたΩϟンパス౷合移転をݕ౼する౷合اը委員会にはࣗ治会中ԝ委員会等の数े໊の学生が
ԡしかけて、౷合の「一ํ的」なਪ進に൓ରした。その時の学生ଆのཁٻは、学生会ؗや大学ྈが഑ஔਤ
にؚまれていないという෱རް生ࢪ設関܎のཁٻであり、その後はし͹らくখ߁ঢ়ଶとなった。しかし、
1968年に東京大学などશ国的な大学紛争がຄ発する中で、横浜国大でも大学紛争ঢ়ଶにؕることとなった。
1969年̍月、各学部のࣗ治会ࣥ行部が学生大会を開いてストラΠΩ体制の֬立に޲かい、「ஂ交」をٻ

める学生らによる޻学部長ࣨ઎ڌ、弘明ࣉの事務局෧࠯を行い、学ܳ学部ࣗ治会と経済学部ࣗ治会もແ期
が݁成されて、ࣗ治会૊৫がۭಎ化すること（ಆڞ以下、શ）ಆ委員会ڞストに入った。さらに、શ学ݶ
となった。1969年̑月、教育学部長で学長事務取ѻのਫށ部正உは「当面するॾ問୊にରする基本ݟղ」
を発して、教官、学生、事務৬員は「ର等の立場」で大学のࣗ治を担う、ஂ交の「積極的」ߠ定など、ࠓ
೔からΈれ͹かなり「行き過ぎ」な内༰がࣔされたが、શڞಆଆは「基本ݟղはたΜなるおしΌべり」と
して൓発し、バリケード෧࠯をଓけた。しかし、基本ݟղ以߱、෧࠯ղআとࣗ治会ݐ࠶をめ͟す学生ୡに
より、ࣗओղܾを目指す運動がߴまることとなった。1969年７月、޻学部はධٞ会にࢾらͣに機動ୂを導
入して෧࠯をղআしたが、ਫށ部学長事務取ѻはࣗओղܾをめ͟す経済学部・教育学部からの൷൑をडけ
てࣙ任し、経済学部のӽଜ৴ࡾ郎が学長事務取ѻにब任した（1970年̏月からは第̑代学長）。
1969 年̔月、経済学部教授会は、「経済学部学生ॾ܅にૌえる」をશ学生へ഑෍し、学部ू会の開࠵

をఏҊ、ճ౴した学生の大൒がఏҊにࢍ成した。ಉじ時期には、「大学ྟ時ાஔ法」が制定され、大学
紛争のऩरを̍年間以上にわたってできない場合には学部ഇࢭや大学ഇߍ等のાஔがೝめられることと
なり、横浜国大は存๢のة機に立たされていた。1969 年̕月、શ学ू会が横浜公Ԃの体育ؗで開かれ、
ཌ 10 月に大学ࣥ行部と学生ࣗ治会౷一代表ஂによる֬ೝॻが取り交わされた。その後、ධٞ会のٞを
経て、機動ୂ導入によりਗ਼ਫϲٰの෧࠯もղআされ、11 月から授業࠶開となった。
大学紛争の中で保౔ϲ୩Ωϟンパスへの౷合移転のٞ࿦は஗れていたが（程ϲ୩Χントリー۞ָ部は

1967 年に移転済Έ）、1970 年̍月にӽଜ学長事務取ѻは「౷合問୊に関するॾ事৘と新しいఏҊ」をશ
教৬員と学生へ഑෍し、ようやく進展をݟせ始めた。ંからの国立大学協会がਪ঑した「ॎׂり」に܏
ࣼしたશ学出動ํࣜによる教ཆ教育のਪ進もΩϟンパス౷合の௥い෩となった。1973 年̑月、経済・
経営྆学部のݐ設が始まった。運ѱくオΠルシϣックやΠンフレーシϣンのࠔ೉もあったが、ཌ 74 年
̑月にॡ޻の運ͼとなり、ಉ年ळから新Ωϟンパスでの授業が開始された。新Ωϟンパスは交通のศが
ѱく、「཮のݽౡ」ともධされたが、経済・経営のݐ෺ࣗ体は大学本部にۙいコア部分にあった。人事
面では、経済学部長を̎度務めた長ऱ一ೋがਆಸ川ݝ஌事に当બしてґئ退৬、エコϊミスト৆等をड
৆し経済学部長を務めた࡚ٶ義一が京౎大学経済研究所へ異動するなど、「໊෺教授」からएख教官へ
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と代わり、新たなงғؾがもたらされることとなっていく。

̎ɽ経済学部の発展
ྉηンターの設ஔࢿݙ学科体制への移行と貿易จࡾ（̍）
1976 年、経済学部に経済法学科が新設され、従来の貿易学科が国際経済学科へվশされて、経済学科、

国際経済学科、経済法学科のࡾ学科体制へと移行した。経済法学科は経済発展に伴うॾ問୊にର応する
特घ法を中心に講࠲を充実させており、学生定員は 60໊であった。経済学と法学の݁合とट౎ݍの法学
教育のधཁに応えるというコンηプトは法学部設ஔをݟਾえてのものであった（ৄしくは後ड़）。
ઌにΈたように、経済学部はߴچ商時代よりଠฏ洋貿易研究所を設ஔし、چ২ຽ஍関܎のࢿྉをऩଂす

るଠฏ洋จݿを࣋っており、経済ࢿྉࣨとして継ঝされてきた。経営学部分཭後も、経済学部・経営学部
からॿखが໊̍ͣつ出て、学ज़ࡶ誌、لཁ等のडけ入れや『エコϊミア』の一部実務などを行っていた。こ
のような実績をふまえ、外交官を෕にもつ๓田ਗ਼ೋ学部長の人຺と尽力により、1978年度において貿易จ
設として開設されるに至った。初代ηࢪྉηンター（現、アジア経済社会研究ηンター）が学部෇ஔのࢿݙ
ンター長にはෟ属ਤॻؗ長の経験のあったԕ藤ً明がब任したが、その後も外国新ฉの講ಡやߴچ商ࢿྉ
目࿥のվฤ੔理などࢿྉηンターの֦充化は進展し、2000年ηンター専任教官として佐藤ਗ਼隆（後に経済
学部長）を採用後は、国際ڞಉ研究プロジΣクトのਪ進など研究ηンターとしても発展していった。なお、
1980年に経営学部が独ࣗのلཁ誌を発行することとなり、『エコϊミア』から分かれることとなった。

（̎）国際化の進展と入ࢼ・ΧリΩュラムվֵ
1978年度からڞ通一࣍ࢼ験が始まり、一期ߍ・ೋ期ߍ制度はഇࢭされ、横浜国大は「ೋ期ߍの༤」ではな

くなり、1987年度からは̖೔程、̗೔程各130໊の分ׂํࣜが採用された。通常入ࢼで入学する学生の࣭ۉ
化が進Ήこととなったが、1980年代における国際化の進展は多様な入ࢼ制度導入のഎܠとなった。1985年度
よりจ部省は「期間をݶった定員૿」を国立大学に෇与することとなり、ཌ年度より本֨実ࢪとなった。経
済学部には30໊の学生定員と４໊の教官定員の࿮が与えられた。ର応して創設されたのが、外国学ߍ出਎
者特ผબൈ（いわΏるؼ国子ঁ入ࢼ）であり、10໊程度を特ผ࿮としてຖ年採ることとなった。教官につい
ても外国人教官࿮（国際関܎࿦）໊̍が設けられた。関連して、1988年度からཹ学生担当教官ϙストがೝめ
られ、ཹ学生޲けの授業とケアを担当することとなり、๛෋なւ外勤務経験等をもつا業人が迎えられ、ཹ
学生のडけ入れだけでなく、経済学部生のւ外೿ݣも積極的にਪ進するようになった。さらに、1993年度か
らはこのྟ૿定員の定着のために̏年࣍ฤ入学ࢼ験を実ࢪすることとなり、15໊の࿮にରして社会人をؚΉ
100໊を௒える応ืがあったため、ཌ年度より定員15໊（̎学年で30໊）として制度化されるに至った。
1980 年には新講義౩（講義౩̎߸ؗ）もॡ޻していたが、1986 年度には経済学部でΧリΩュラムվ

ֵが実ࢪされた。すなわͪ、基װ科目܈を学部ڞ通科目と学科ຖの基װ科目܈に分け、લ者を 12 ୯Ґ、
後者を 28 ୯Ґとることとした。従来はཤ修上の制໿がগなく、基礎的な理࿦をཤ修しないで卒業する
学生が૿えるڪれがあるといった問୊にର応する内༰であった。あわせて、特घ講義܈であった数理経
済学、஍Ҭ政策、公ڞ経済学等が基װ科目化されて、経済学の多様化に応えるものともなっていた。
1994 年度にはさらなるΧリΩュラムվֵと学科վ૊が行われた。̍年࣍からの専門教育を充実化す

る専門基礎科目が新設される一ํで、学ߍि̑೔制の導入（国立大学は 1992 年度から実ࢪ）にର応し
て卒業ཁ݅は 20 ୯Ґݮগし、「Ώとりあるཤ修によるࣗओ的な勉強のଅ進」が期଴された。いわΏる「Ώ
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とり教育」がߴ等学ߍでࢪ行されたのが 1994 年度であり、当時のงғؾがӐわれる。学科についても、
経済シスςム学科、国際経済学科、経済法学科のࡾ学科体制となり、2004 年度の法科大学院創設に伴
う経済法学科のഇࢭと「法と経済コース」の設ஔに至るまで本体制がଓくこととなった。

（̏）法学部ߏ૝から独立大学院の設ஔへ
ઌにΈたように、経済学部は経済法学科を法学部として分཭独立させるߏ૝をもっており、1980 年

̑月には法学部ߏ૝の࠷ऴใࠂがなされた。法学部分཭後の経済学部については、政策科学科（定員
80 ໊）を新設し、ςクϊクラートのཆ成、政策の策定、ܾ定プロηスを正しく೺Ѳできる人ࡐのཆ成
を目指すこととされた（現代の公ڞ政策大学院にۙい内༰をもつઌ進的な学科といえる）。
しかし、̍つの部局が̎つの૊৫の֓ࢉཁٻはできͣ、まͣは法学部創設が目指されることとなった。

1986年 3月には、「国際経済法学部」設ஔの期成ಉໍが૊৫されたが、จ部省は法学部創設よりも学部を
࣋たない独立大学院に「޷ҙ的なײ৮」をࣔࠦした。1990年４月に国際経済法学研究科（国際関܎法専߈、
経済関܎法専߈）が創設されたが、それは事実上法学部が創設されないことをҙຯしていた。当時は中ી
根政ݖ下のྟௐ・行ֵの時代であり、い͟なぎؾܠ下で実現した経営学部創設とはશくঢ়گが異なってい
た。しかし、（法学部をもつ大学院とൺֱした）独立大学院としてのϝリットはどの程度あったのか、法
学部の分཭独立と政策科学科の新設がೝめられないというঢ়ଶにஔかれた経済学部で、多くの（एख）教
員がߍ務に๩ࡴされることになった఺等にؑΈると、法学部創設がೝめられなかった当時の൑அのੋ非に
ついて、エϏσンスに基ͮく分ੳがٻめられているといえよう。

（４）大学院大学をめ͟して
大学院ॏ఺化以લの大学では、学部の基礎の上に大学院が৐り、学部所属の教官が大学院を݉任する

というܗが一ൠ的であった。طに横浜国大では、1972 年に経済学研究科修士課程（学生定員 22໊）が
設けられていたが、1984 年大学院経済学研究科に国際経済学専߈が設けられ、経済学部は、経済学科ˠ
経済学専߈、国際経済学科ˠ国際経済学専߈として、それͧれの学科ຖに大学院修士課程をඋえるに至っ
た。大学院では、アジアからのཹ学生等の人ؾをूめることとなった。1985 年には経済学部新研究౩が
ॡ޻し、̒֊に教授会等に࢖用される大会ٞࣨ、４ʙ̑֊に教官研究ࣨをඋえており、教官数૿加に伴
う研究ࣨෆ଍問୊へのର応が進展し、いよいよ「研究大学」として大学院ത士課程の設ஔがࢹ野に入った。
ઌにΈたように、1990年に国際経済法学研究科が独立大学院として新設されたが、1990年から始まった

大学院ॏ఺化の中で、従来のような学部の上に大学院というܗଶがจ部省にೝめられなくなったため、経済
学部はത士課程設ஔのために独立大学院の設立を目指すこととなった。1992年ࠒより、経済学部、経営学部、
国際経済法学研究科のࡾ部局は協力して大学院ത士課程の設ஔに޲けて本֨的に動き始めた。他大学のௐࠪ、
、築など多大なるۤ࿑を経てߏ૊Έの࢓部局のௐ੔、จ部省とのંি、̏年間で֬実にത士߸を取ಘできるࡾ
1994年４月に横浜国立大学大学院国際開発研究科が発଍、೦ئのത士課程が実現した。1997年には国際開
発研究科౩もॡ޻し、社会科学系として大学院大学のશ面実現に޲けた新しいงғؾにแまれつつあった。
1997 年̍月、จ部省は「教育վֵプログラム」を発表し、大学院ॏ఺化が明֬化された。これをड

けて社会科学系は（ࡾ系それͧれが異なる課୊やݒ೦をかかえつつもそれを৐りӽえて）一கして、学
部・修士課程・ത士課程を࡞り、大学院部局化を目指すことなった。国際開発研究科では修士等との連
携が取れていないため、教育や؅理運営の面でෛ担がॏくなりつつあることも問୊であった。1997 年
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̏ʙ４月には、「国際社会科学૯合研究科（Ծশ）基本ߏ૝」がૣくも取りవめられ、経済系、経営系、
国際経済法学系、新専߈の࢛専߈とし、各専߈はത士課程のલ期と後期の一؏教育により、経済学、経
営学、国際経済法学、学ज़のത士߸を授与すること、研究科を部局化して専任教官はશ員大学院に所属
することなどが、ܭըされた。本ܭըは大学院部局化という野心的な内༰をؚΉにもかかわらͣ、จ部
省から期଴されるところが多く、大ےでೝめられることとなり、あわせてॿखϙスト̏の७૿もなった。
国際経済法学研究科が独立大学院の஍Ґをஅ೦して一専߈になるというӳஅもあった。
こうして、1999 年に横浜国立大学大学院国際社会科学研究科が創設された。いわΏるچఇ大のよう

な学部・修士・ത士が一؏する「ͣΜ಑ܕ」とはならͣ、修士課程とത士課程で専߈の立てํが異なる
۠分制大学院であったが、大学院ॏ఺化にର応する大学院部局化は֓Ͷ実現された。学生定員は、後期
35 ໊（国際開発໊̕、グローバル経済໊̕、ا業シスςム 10 ໊、国際経済法学７໊）、લ期 126 ໊（経
済系 36 ໊、経営系 36 ໊、法཯系 54 ໊）であり、経済系・経営系については、学部・修士・ത士の一
؏ੑを௥ٻしたܗとなっている（なお、法཯系のパスがややෳࡶ化しているのは、法学部創設がೝめら
れなかったことが大きいといえよう）。2001 年に、̔֊ݐての国際社会科学研究౩がॡ޻し、７ʙ̔֊
が経済系の研究ࣨ、̑ ʙ̒֊がԋशࣨ・院生ࣨ等、４֊が国際経済法学研究科、̏ ֊がコンϐュータルー
ム等、̎֊が会ٞࣨ、̍֊が研究科長ࣨ・事務ࣨというߏ成で഑ஔされた。なお、1997 年ॡ޻の国際
開発研究科のݐ෺はओに経営系が継ঝしたが、新築された国社౩とはྡ઀してつながっており、指ఠさ
れなけれ͹̍つのݐ෺とײじるような一体ײをもったงғؾがある。

（̑）入学者・卒業後の進࿏と保ޢ者෋
ㆵㆌ㇅ㆄ

ٰ会
1975 ʙ 2005 年における経済学部の入学者数のਪ移をΈよう（表̏）。入学定員は、ઌにΈた 1980 年

代後൒における「期間をݶった定員૿」により 230 ໊から 260 ໊（1986 年度）へと૿加（2004 年度の
経済法学科のഇࢭにより 230 ໊にݮগ）、内༁としては、外国学ߍ出਎生（ؼ国子ঁ）、国අ・私අཹ学
生、ࡾ年࣍ฤ入生と入ࢼのෳઢ化を൓өした多様化が進Μだことがわかる。ঁ子学生ൺ཰は 1990 年代
後൒以߱ 20ˋ΄どでਪ移しているが、ฤ入学におけるঁ子学生ൺ཰がܹݮしているのは、୹大・ߴ専
等にݶ定していた出֨ࢿئを࢛年制大学にも開์したからだろう。

表̏　経済学部のೖ学ऀ਺の推移（19�5～ 2005年）
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࣍に、1980 ʙ 2005 年における経済学部卒業生の業छผब৬ઌのਪ移をΈよう（表４）。横浜ߴ商以
来の఻౷である金༥保ݥ系に強い޲܏は明ྎである（もっとも、ฏ成金༥߄ڪを൓өして 1990 年代後
൒以߱はややݮগしている）。೔本の産業ߏ଄のม化を൓өして、੡଄業は 1990 年代以߱そのׂ合を
൒ݮさせた一ํで、αーϏス業や運༌通৴業のׂ合が૿加している。国立大学ではあるが、公務員は
10ˋ程度で多くはないといえる。その他としては大学院進学がओであった。
者෋ٰ会について、؆୯にふれておく。1990ޢ後に、保࠷ 年代以߱の学අの஋上がり等により、在

籍学生の保ޢ者から୯Ґ取ಘঢ়گのఏڙなどへの関心がߴまり、保ޢ者と大学との関܎の૊৫化がٻめ
られるようになった。独立行政法人化を߇えた 2003 年４月、ಉ૭会૊৫であるஂࡒ法人෋ٰ会の連携
૊৫として経済学部保ޢ者෋ٰ会が発଍した。2006 年４月に経済学部教育後ԉ会にվশされたಉ会は、
ब৬ࢧԉηミφーの開࠵、ཹ学ࢧԉ、卒業ॕլ会開ࢧ࠵ԉなどの活動を実ࢪしている。
2003 年４月からは、学生本人と保ޢ者૒ํがر๬する場合には成績表を保ޢ者にૹ෇することとなっ

た。さらに、成績ෆৼ者にରしては教務委員会を中心に学期ຖに当֘学生（ٴͼ保ޢ者）と面ஊを行う
૊Έも導入された。21࢓ 世لに入り、国立大学を取りרく環境はݫしさを૿すこととなるが、そうし
たۤ境の中においても、横浜ߴ商の田৲ߍ長以来の఻౷である面౗ݟのྑい大学（学ߍ）のਫ਼ਆは、継
ঝされଓけているのである。

表4　経済学部の業種別就職先の推移（1980～ 2005年）
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経Ӧ学෦の創設と展開ɺϏδωεεΫʔϧの創設

̍ɽ経営学部の創設
経営学部が経済学部から分཭独立したのは、1967 年̒月̍೔である。経営学部の創設は国立大学と

してはਆށ大学にଓくものであり、かつ東೔本の国立大学としては།一の経営学部である。
の研究・教育を展開するඞཁੑもあり、経済܎度成長期という時代の中で、それにର応する経営関ߴ

学部に 1963 年４月、経営学科（学生定員 80 ໊）が設ஔされ、経済学部は経済学科・経営学科のೋ学科
体制となった。それは教授会のຬ場一கによるが、経営学科の新設は産学協ಉのきらいがあるという理
༝でີかに൓ରの੠をあ͛るものもあった。
すでに本学޻学部には໷間学部があったが、1962 ʙ 63 年ࠒ、勤࿑学生への門ށの開์、学部の֦充・

発展などのための経済・経営系の໷間学部を設けようとする動きがおこり、෢藤正ฏを委員長とする४
උ委員会が発଍し、४උ委員会の౒力もあり 1964 年４月に設ஔがڐՄされた。第ೋ部経営学科なら創
設をೝめるというจ部省のҙ޲により、経済学部であるにもかかわらͣ第ೋ部経営学科（学生定員 80 ໊）
とされた。初代の໷間学部ओ事として、෢藤ओ事が発ྩされた。
経営学部を新設せよというཁ๬が多くの教員から出てきた。それを౿まえ、当時のࠇᖒਗ਼学長が1964年

の初Ն、ശ根のཱྀؗで経営学科教員࠙ஊ会を開࠵し、経営学部新設の݅の非公ࣜ的ఏҊをし、શ員のࢍಉ
をಘた。当時の経済学部長であった長ऱ一ೋは1965年の̒月に、経営学部創設に関する༧ࢉの֓ࢉཁٻॻ
をࠇᖒ学長にఏ出した。ධٞ会のٞを経てจ部省にఏ出され、̕月にはจ部省で֓ࢉཁٻがೝめられ、大
ଂ省にૹられた。大ଂ省との交渉においては学長が当時のओܭ局長であったോࢁҖ一郎ࢯと௚઀ஊ൑した。
経営学部の創設は経済学部からの分཭独立であり、とりわけ経済学部第ೋ部は経営学部に移行することに
なったため、学生からの൓発も強かった。学生は経済学部所属教員の講義が行われなくなり、経済学関܎
の講義科目がなくなることをةዧしたのである。11月には学生から公開࣭問がఏ出された。それにରし、
੣ҙあるର応を行ったのが、経営学部の創設について、本学の発展について、経営学部分཭のඞཁੑにつ
いてという߲目でى૲委員会がまとめた੠明「経営学部創設に当たっての経済学部教授会੠明（1966年 11
月）」である。この੠明で現在、在学中の第ೋ部学生は経営学部の分཭独立後も卒業まで経済学部第ೋ部経
営学科生として、経済学部教授会がશ੹任をෛうこと、分཭後の第ೋ部経営学科において経済学関連の科
目もཤ修できるようෳઢコースを保ূすることなどを明らかにした。経済学部所属教員も第ೋ部の授業を
担当することが了ঝされ、経済学関連の教員を新たに4໊採用することでղܾするに至った。その後も新
しい学部のありํについてのਅ݋なݕ౼が教授会・経営学科会ٞ・学部創設४උ委員会などで行われた。
そのߕ൹もあり、12 月には経営学部新設の༧ࢉ通過のࢫの新ฉใಓがあった。それを౿まえ、۩体

的な४උ࡞業が進められ、当初は４月̍೔の༧定であったが、国会における༧ࢉ৹ٞの஗れから̒月̍
೔に創設され、経済学部（経営学科）にԾ入学していた第一期生は̒月̍೔෇で経営学部に移籍し、教
員もಉ೔෇で഑ஔ׵えになった。創設時の学生定員は第一部 120 ໊、第ೋ部 80 ໊であった。
このように、新制大学において新しい学部を૿設することがいかに೉しくॏཁであったかが、その経

Ңからもわかる。経営学部の創設にあたっては、ࠇᖒ、প田Յึ、ࢁᬑ࿡郎といった会ܭ学を中心とし
た一流のスタッフがいたこともプラスになった。
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̎ɽ経営学研究科の創設とࡾ学科体制の֬立
1972 年４月に೦ئであった修士課程、経営学研究科が学生定員 26 ໊で設ஔされ「޿くॾ大学の学部

における教ཆならͼに専門教育の基礎の上に޿いࢹ野に立ってਫ਼ਂな学ࣝを授け、経営学における専門
分野の理࿦と応用の研究を行うこと」を目的として、設立されたものである。経済学研究科もಉ時に設
ஔされる初めてのケースであった。新たに໊࢛の教員が採用された。経営学担当として࡛ۄ大学から౎
ஜӫ、؅理会ܭ担当として੨ࢁ学院大学から佐藤ਫ਼一、৘ใ࿦担当として中ԝ大学から大ࢁ政உ、ا業
経済学担当としてখḺ商科大学からݹ੉大࿡が赴任した。ΧリΩュラムは、講義（特࿦）とԋश（研究
指導）からߏ成されていた。創設当初の講義（特࿦）担当教員は、原ଇとして大学院ത士課程୯Ґ取ಘ
後、̑ϲ年間以上の教育・研究ྺを༗するもの（ٴͼそれと૬当の学力を༗するもの）で、かつ大学院
経営学研究科委員会でそのదੑをೝめられたものにݶられており、ԋश（研究指導）担当教員は、本学
部教授で、かつ大学院経営学研究科でそのదੑをೝめられた者にݶ定されていた。
1973 年４月には؅理科学科（学生定員 50 ໊）が設ஔされた。それにより、経営学部の学生定員は

190 ໊に૿員された。޻業経営、産業܇࿅、経営数学の講࠲を฼体とし、৘ใ࿦、環境؅理࿦から成る
新学科であった。৘ใ化社会へのର応、コンϐュータ時代の౸来をݟਾえた新学科であり、国Ոの༧ࢉ
も५୔で、オΠルシϣックલという時代にもॿけられた。この学科創設にあたっては、ਆඌԭଂを中心
とした੢のਆށ大学とฒͿ経営学部を東೔本に࡞りたいとするࢥいと౒力があった。経営޻学�৘ใ
࿦ �人間科学�環境؅理࿦というϢχークな講࠲体制をもった؅理科学科の創設であり、すでに؅理
科学科を設ஔしていた࿨Վࢁ大学といった他の国立大学とは異なる؅理科学科のߏ成といえる。設ஔに
伴い、人員の採用も積極的に行われた。1975 年にはӓ井ޭ、1978 年には境஧宏、1982 年にはླ木๜༤
が૬࣍いで採用された。
1975 年４月には会ܭ学科（学生定員 50 ໊）が設ஔされた。会ܭ学、原Ձࢉܭ、฽ه学、؅理会ܭ、

生ଶ会ܭのޒ講࠲から成る学科であった。学科の新設にઌ行して、生ଶ会ܭというϢχークな講࠲がす
でに֓ࢉཁٻでೝめられていた。֓ࢉཁٻॻによれ͹、「ا業を取りרく৘ใ化社会の౸来、国際化の
進展、ا業の社会的੹任へのର応といった時代にର応するための学科の新設」であることがいわれてい
る。
経営学科・会ܭ学科・؅理科学科というࡾ学科体制の成立にあわせて、ΧリΩュラムのվ正が行われ

た。学科͝とにඞ修科目を定め、બ୒科目を഑ஔするといった学科͝との体系的ฤ成を目指すΧリΩュ
ラムのվֵといえる。このվֵでは各学科のඞ修科目は 20 ୯Ґ、専門科目 76 ୯Ґ以上のཤ修を課すこ
ととした。経営学部独ࣗのΧリΩュラムのฤ成が໊実とも行われるに至った。1975 年４月には、第ೋ
部をؚΈ４学科 16 講࠲ 12 学科目となった。
その後も学部充実への౒力は積ΈॏͶられていく。1978 年にはจ部省より、経営行動࿦の講࠲がೝ

められ、16 講࠲から 17 講࠲のߏ成となった。オΠルシϣック後のݫしいࡒ政ঢ়گの下では、ك༗の講
設であった。授業科目の充実もਤられ、1978૿࠲ 年度より経済学関܎の教員が、特घ講義というܗでɹ
第一部の講義を担当することとなった。
また、一専߈である経営学研究科をೋ専߈に֦大するҊのݕ౼も開始された。会ܭ学のޒ講࠲を分཭

独立させて、会ܭ学専߈を新設するというߏ૝であった。
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̏ɽ1980 年代ʙത士課程の創設への౒力と学部の充実
1980 年代の࠷大の課୊となったのは、ത士課程後期の創設である。1977 年̑月に、すでに学部長や

学部長経験者等をϝンバーとするത士課程४උ委員会が発଍していたが、एਿ明学部長時代の 1982 年
度より本֨的なݕ౼が行われた。そのߏ૝が、大学院経営จ化研究科ത士課程新設である。そのߏ૝で
は、経営学専߈を基礎として他学部や他大学の専門経営者の協力をಘながら、経営จ化をςーマに学際
的な研究ख法を用い૯合的な研究・教育活動を展開してくことを目指していた。૊৫の௚面しているॾ
問୊を経営จ化のଆ面から新たな分ੳを加えるという新しい実ફ的ത士課程のߏ૝であった。そのため
には、人員充଍はෆՄܽであり、東京大学定年後の中川ܟ一郎を݉任教授としてडけ入れ、法政大学よ
り経営࢙担当の森川ӳ正、人事؅理࿦担当のؙ߁ࢁଇを採用するなど、そのための෍ੴをଧっていった。
それとともに、学部の内部充実もਤられた。従来のΧリΩュラムは第一部と第ೋ部との間で、ฤ成上の
ҧいがあった。そのҧいをվળするためのΧリΩュラムվֵも行われた。1983 年度入学生より第ೋ部
のΧリΩュラムվ正が行われ、બ୒ඞ修・બ୒の科目ฤ成が行われた。それは第一部と第ೋ部がಉじߟ
えํにもとͮくΧリΩュラムのվ正であり、それにより経営・会؅・ܭ理科学・経済の各関܎授業科目
において専門の基礎科目というべきબ୒ඞ修科目が̏科目設ஔされ、それらのબ୒ඞ修科目から４科目
16 ୯Ґ以上のཤ修をしなけれ͹ならないこととなった。経営関܎科目のબ୒ඞ修科目は、経営学、経
営؅理࿦、商学、会ܭ関܎科目のબ୒ඞ修科目は฽ه原理、会ܭ学、原Ձ؅、ࢉܭ理科学関܎のબ୒ඞ
修科目は؅理科学、人間科学、経営数学、経済関܎科目のબ୒ඞ修科目は理࿦経済学、経済࢙、ࡒ政で
あった。これにより第一部と第ೋ部のΧリΩュラムのฤ成の一体化がਤられた。
1985 年４月に学部長にब任した大ᤵ俊࠸は、1985 年 10 月大講࠲をめ͙るプロジΣクト・νームを設

ஔし、第ೋ部のվ૊等を೦಄に、大講࠲制・ன໷間開講・社会人入学などを本֨的にݕ౼することを開
始した。プロジΣクト委員長には໷間学部ओ事であったࠓઘܟ஧がब任し、ࠓઘのリーμーシップのもと、
大講࠲制のখ講࠲制とのൺֱしたϝリットとσϝリット、ன໷間開講のϝリットとσϝリット、社会人
入学に関わる問୊の੔理が行われた。1987 年４月にब任した森川も引きଓき、学部վ૊のݕ౼をଓけた。
1988 年̎月の教授会ࢿྉによれ͹、大講࠲をめ͙るプロジΣクト・νームのใࠂとして、大講࠲制

への移行をඞཁとする理༝として、ᶃۙ઀した学問分野について、より޿いྖҬにまたがってॊೈに教
員の૊৫化をਤることができ、૬ޓ啓発ޮՌを期଴することができること、ᶄڞಉ研究や新分野ຢは学
際的ྖҬの研究を஄力的にਪ進することができること、ᶅ学問の多様化と学際的な学ज़研究の発展にଈ
応する授業科目を設け、それにݟ合う人事を行うことが༰易となること、ᶆ第一部・第ೋ部の教員૊৫
を合体することにより、教育内༰の一૚の充実と、より一૚ԁ׈な学部運営を期଴することができるこ
と等をあ͛ている。大講࠲とは、従来のখ講࠲をೋつ以上合体したものをいう。合体するখ講࠲数にݶ
度は設けられていないことより、できるݶり大きなن໛の講࠲をฤ成することとした。そして一ൠ教育
科目担当ޠͼ外国ٴを設けることが๬ましいと݁࿦ͮけ、一ൠ教育࠲担当者をؚめて࢛大講ޠͼ外国ٴ
者も大講࠲制に૊ΈࠐΉことにより、それͧれのࣝݟを活かし専門授業科目を充実させることができる
とした。そこで、大講࠲のฤ成については、学部のক来ߏ૝に合わせ、現在の学科体制を࢒したܗで行
うとしている。それに伴うような新授業科目の体系を࡞り上͛ることとした。また、大講࠲制の採用と
し౼ݕするべきとした。このೋつの制度を݁ͼつけることによる૯合的վֵをࢪに、ன໷開講制を実ڞ
たのである。その理༝は、࣍のようにまとめられている。
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ᾇࠓ೔の社会৘੎の下では、およそ૊৫のվֵを行う場合には、その代ସ的なાஔを講じることがٻめ
られる。いわΏるスクラップ・アンド・Ϗルドといわれるํࣜである。

ᾈこのような৘گの下で、プロジΣクト・νームは、社会のχーζにଈしたํ޲でスクラップ・アンド・
Ϗルドをݕ౼し、໷間大学の修業年ݶがޒ年であることは、大学に通う者にとって大きなෛ担である
とߟえ、また、จ部省も໷間大学の修業年ݶを୹ॖすることを社会のχーζとしてೝめていることも
あって、修業年ݶを୹ॖするํ޲で制度վֵを行うことをߟえた。
このようなプロジΣクト・νームの基本的ߏ૝にたいして、จ部省から 1987 年度にௐࠪඅがつき、

。の݁Ռは࣍のとおりである౼ݕ
ன໷開講制とは、「第一部と第ೋ部を合体して୯一学部とし、ओとしてன間に授業をཤ修するコース

（ன間ओコース）と、ओとして໷間に授業をཤ修するコース（໷間ओコース）とを設け、月༵೔から金
༵೔までは໷間̎コマ、౔༵೔はޕ後から̎ʙ４コマを開講し、さらに 30 ୯Ґの૬ޓ৐り入れ（୯Ґ
。した౼ݕをೝめるものである」とし、そのϝリットとσϝリットを（׵ޓ
ϝリットとして࣍のࡾ఺がߟえられる。

ᾇ໷間ओコース用の授業のΈをཤ修しても４年で卒業することがՄೳとなり、̍年間のスクラップがで
きる。

ᾈ一ൠ学生の生活の多様化、ि̎ٳ೔制のීٴٴͼ৬छのม化に伴う勤࿑学生の生活の多様化にର処し
やすい。

ᾉ 1992 年のड験者のϐークを過ぎた後の学生֬保のことをߟえるとき、勤࿑者にとって現行制度より
もब学に༗རとなる。
࣍に、σϝリットとして、（̍）学内非常勤講師ख当、（̎）事務૊৫の問୊、（̏）学生へのαーϏ

ス等の問୊がߟえられるが、現ঢ়で、大講࠲制への移行にあたっては、ன໷開講制の実ࢪがまͣෆՄܽ
のཁ݅となっていると݁࿦ͮけている。
また、大講࠲制に移行した際の大講࠲のฤ成や内༰についてのݕ౼も、एख教員を中心に行われた。

以上のվֵҊをもとに、1989 年度の֓ࢉཁٻにྟΜだが、จ部省との交渉においては、ఏࣔされたҊ
では実現が೉しいこと、とりわけ学科のݟ௚しなしには実現が೉しいこと、大෯な講࠲の࠶ฤによる大
講࠲の設定がෆՄܽであることが明らかとなった。
1989 年に学部長にब任した٢田জのもとでは、学部վ૊をいかに実現していくのかがٸۓの課୊で

あった。1980 年代は本֨的なグローバリゼーシϣンの時代であった。大学も人のグローバリゼーシϣ
ンが本֨化した。それはཹ学生が૿加したことに৅௃されている。経営学部にཹ学生にରする教育と指
導に従事するཹ学生担当教員が഑ஔされたことをडけ、1989 年にۄࣇすΈ子を専任講師として採用し
た。ཹ学生にରする専門教育のための೔本ޠ教育、ཹ学生にରするཤ修ํ法、จࡧݕݙ、教育研究上の
指導૬ஊ等を業務とするものであった。採用ஈ֊では他の業務を行うこともྀߟされたが、࠷ऴ的には
ཹ学生関܎業務を行うこととなった。ۄࣇの退官をडけ、2001 年４月よりアンドラσΟٱඒがೋ代目
のཹ学生担当となった。学部およͼത士課程લ期に所属する外国人ཹ学生のための教育ิॿおよͼ生活
に関わる指導・૬ஊにあたるとともに、ւ外の交流協定ߍとのཹ学生の೿ݣडけ入れに関する連བྷંি
の業務もซせて行うこととなった。
1980 年代を通して、経営学研究科の講義科目・ԋशの充実が、経営学研究科の展開のための人事を

通じて、従来以上に積極的に行われた。
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４ɽ1990 年代ʙ学科վ૊とത士課程後期の創設と展開
1990 年代は経営学部にとってはܹ動とมֵの 10 年であった。まͣ、1990 年４月に社会系大学院の研

究科の̍つとして国際経済法学研究科が設ஔされた。他大学にもྫのない学部を࣋たない法཯系の独立
大学院として設ஔされた。この設ஔには経営学部も協力した。1989 年には、経済学研究科にできた経
済関܎法専߈に商法担当教員であったཹٱౡ隆が移籍した。つͮいて、1990 年にຽ法担当のԁ୩फ़が
移籍した。一ൠ教育担当の法཯関܎の教員は経営学部に࢒ることとなった。それに伴い、経営学研究科
の学生定員は 26 ໊から 24 ໊にݮগした。1989 年４月にब任した٢田学部長のもとで、学科վ૊が進
められることになった。当時の໷間学部ओ事であったҴ༿٢ݩのもと、1991 年度の֓ࢉཁٻを目指し、
学科վ૊のݕ౼が本֨化した。จ部省との交渉等を経て、֓ࢉཁٻがೝめられた。この学科վ૊の基本
的ߟえํは、時代のཁ੥に合った経営学部のվ૊であり、時代のཁ੥である国際化・৘ใ化・環境問୊
へのର応に応じた制度վֵであった。創設された当時の経営学部はその時代の動きにはର応したもので
あったが、32 年後の時代や社会の流れにあった経営学部をߏ࠶築するものであり、学部のྺ࢙の中で
一つのઅ目を成すこととなった。その内༰は࣍のとおりである。
第一には、国際経営学科を創設し、経営学科、会ܭ・৘ใ学科、経営シスςム科学科、国際経営学科

から成る４学科体制となったことである。すなわͪ、従来の第一部経営学科、会ܭ学科、؅理科学科、
第ೋ部経営学科から経営学科、会ܭ・৘ใ学科、経営シスςム科学科、国際経営学科へ࠶ฤしたことで
ある。また、খ講࠲・学科から̔大講࠲へ移行したことである。それにより、従来にましてॊೈな授業
科目の設定もՄೳとなった。
第ೋには、ன໷間開講制である。従来の学部は第一部、第ೋ部から成り、それͧれの学生は所属する

学部のΈの授業のཤ修がՄೳであった。ன໷間開講制の導入により、それͧれのコースに所属する学生
は 30 ୯Ґまで他コースの授業のཤ修がՄೳとなった。
第ࡾには、教員૊৫の一体化である。従来の第一部、第ೋ部に഑ஔされていた教員は、経営学部に഑

ஔされる教員となった。また、一ൠ教育担当教員と専門教育担当教員との౷合もਤられた。そのҙຯで
の۠ผがなくなったといえる。
第࢛には、定員が૿えたことである。270 ໊の定員が 350 ໊の定員になった。これは、จ部省からの

ྟ時定員૿の定着化への౒力ともいえる。
1991 年の学科վ૊はॱௐに行われたわけではなかった。この学科վ૊では、人のシϟッフルや講義

科目のシϟッフル、学科の໊শもؚΉ࠶ฤが行われた。そのҙຯで、けっして઴進的վֵではなく、一
いの中で、学科վֵに関わってきた。これだけのࢥ成員はそれͧれのߏのվֵであった。教授会のܕڍ
վֵである以上、大学内部のௐ੔およͼจ部省との交渉は極めてݫしいものもあったとࢥわれる。当時
のଠ田時உ学長のαϙートのもと、٢田学部長とҴ༿໷間学部ओ事との協力のもとに学科վ૊は行われ
た。จ部省の交渉においては、学部長を中心に೪り強い交渉が行われた。また、学部内においてもਅ伨
なٞ࿦が行われた。ΧリΩュラムฤ成において学部ඞ修科目は฽ه原理、学科ඞ修科目およͼબ୒ඞ修
科目は各学科のオートϊミーのもとに設定された。法཯関܎授業科目は̒୯Ґが設定された。また୯Ґ
数ݮগがਤられ、ன間ओコース 128 ୯Ґ、໷間ओコース 124 ୯Ґとなった。ன໷開講制の導入にともな
い、໷間ओコースとன間ओコース間の૬ޓཤ修がՄೳとなった。̎年࣍よりՄとし上ݶは 30 ୯Ґまで
とした。卒業にඞཁな୯Ґにؚめることができることとなった。
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こうして 1991 年４月に経営学部は学生定員ன間ओコース 270 ໊・໷間ओコース 80 ໊、４学科̔大講
。の新体制となった࠲
ɹ1991 年度の学科վ૊では「国際化」「৘ใ化」「環境問୊」といった社会の動޲にద応した人ࡐ育

成を目指していた。各学科の人ࡐཆ成૾は࣍のとおりである。

ʻ経営学科ʼ
し、౷合ੑྀߟも޲業の在りํのํاした๬ましいࢹ業経営の原理的本࣭的理ղとともに環境をॏا

と体系ੑ、時代ੑと実ફੑを݉Ͷඋえた、ਅの問୊ҙࣝと問୊ղܾೳ力をもった現代ا業にଈ戦力とな
りうる人ࡐのཆ成を目指している。
ʻ会ܭ・৘ใ学科ʼ
現代のෳࡶ化・ߴ度化し、৘ใ化が進展したا業経営においてٻめられる多様な人ࡐ、すなわͪا業

内会ܭ専門৬をはじめ、公ೝ会ܭ士、税理士、金༥アφリスト等となりಘる人ࡐのཆ成を目指している。
ʻ経営シスςム科学科ʼ
経営問୊にରする科学的ํ法࿦、経営に関わる৘ใの多面的分ੳٴͼݯࢿ഑分問୊を科学的に࡯ߟす

るೳ力を育成、ا業・૊৫における戦ུ策定、ا業立Ҋの専門スタッフٴͼ合理的ҙܾࢥ定ํ法、৘ใ
分ੳೳ力を݉Ͷඋえた人ࡐの育成を目指している。
ʻ国際経営学科ʼ
ۙ年ا業の国際化はஶしく、ا業経営のશ分野にわたって国際的に活躍できる人ࡐがٻめられること

から、ا業経営の各国ॾ制度、国際的な行動様ࣜ、世界の社会経済ॾ制度、コミュχケーシϣンख法等
を修ಘし、国際環境にର応できる人ࡐのཆ成を目指している。

学科վ૊を۩体化するためには、様ʑな࡞業がඞཁとなり、４学科体制への移行のためのΧリΩュラ
ムฤ成が行われることとなった。また、学科վ૊にԊった教員の採用が行われた。とりわけ、新設学科
である国際経営学科の教員採用はٸ務であった。国際経営࿦担当の஛田ࢤ郎のݙ਎的౒力により、教員
の採用が行われる。国際経営学科を充実するための人事として、1993 年４月にւ外௚઀౤ࢿ࿦担当の
൘֞隆உ、国際人事؅理࿦担当のໜ֞ࢤ޿、ൺֱ経営࢙担当の関ޱঘ1994、ࢤ 年４月にはൺֱ経営࿦
担当の٢森ݡ、保ݥ࿦担当のࢁ内義弘が赴任した。国際経営学科以外の教員の人事も積極的に行われた。
1993 年４月には新経営学科のϝンバーの݁ूによる経営学のガΠμンスとして、『現代経営学への招

଴』（༗൹ֳ）が刊行された。1994 年̒月、国際経営学科のϝンバーによる特ू「国際化社会における
経営とจ化」が『横浜経営研究』第 15 された。またࡌܝ第̍߸にר 1995 年̏月に経営シスςム科学科
のϝンバーの݁ूによる経営シスςム科学科の঺հが『横浜経営研究』第 15 。第４߸で行われているר
1991 年の学科վ૊により、経営学部は新たなஈ֊を迎えた。1991 年４月に学部長にब任したҴ༿ݩ

٢は、࣍の展開を大学院の充実・վֵにٻめた。໷間学部ओ事であったՏ野正உを委員長とする大学院
プロジΣクト委員会を中心としたݕ౼が本֨的に開始された。1991 年 10 月の教授会において、学部の
上に修士課程を、さらにその上にത士課程をஔくという積Έ上͛ํࣜの大学院ߏ૝がఏ出された。この
๬する学生رͼ学者等の異なるΩϟリアをٴ度の専門的஌ࣝを༗する৬業人・研究者ߴ૝においてはߏ
を教育することを目指し、多様なΩϟリアをر๬する学生を教育するॊೈな࢓૊Έをݕ౼した。ത士課
程લ期と後期を۠分し、経営学専߈をஔくߏ૝であった。それとともに、ത士課程を他部局との連合に
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よる独立研究科ํࣜによる基本ߏ૝が 1992 年̍月にఏࣔされた。他部局の協力をಘて独立研究科に̎
専߈の設ஔをٻめるҊがఏ出された。ത士課程の設ஔに関して、経営学部としてྀߟすべき఺が、ᶃマ
ωジϝントのࢹ఺のॏࢹ、ᶄ国際開発・国際協力への഑ྀ、ᶅ学科վ૊の基本的࢟੎との੔合ੑ、ᶆ経
営学部の人的ߏ成であり、それをલఏ৚݅として、独立研究科を創設することを目指すこととした。そ
れをྀߟする際、研究科໊のީิとして「国際経営開発研究科」「国際経営協力研究科」「国際経営政策
研究科」などがあった。大講࠲をもとに̎専߈をߟえるߏ૝であった。ߴ度の専門的஌ࣝをཁٻされる
৬業人ٴͼ研究者の育成を೦಄にஔく定員 12 ໊の研究科をߏ૝していた。この基本ߏ૝をもとに、他
部局との交渉にྟΜでいった。
1992 年̏月にจ部省の大学院設ஔに関するߟえํにมߋがݟられた。ത士課程後期をത士課程લ期

の積Έ上͛ܕで࡞るのは೉しいという動きがあり、Ήしろ学部とは独立の大学院の設ஔのՄೳੑがある
とのೝࣝが出てきた。それに応じ、経済・経営・国際経済法学研究科の̏部局から成る独立ܕのത士課
程後期の設立のํ޲に޲かっていった。̏部局໊̏のϝンバーから成る、ૉҊ࡞成委員会を中心とする
。加したࢀ૔݈࢚がϝンバーとしてࢁ、ؽ下正ࢁ、が行われることとなった。経営学部からはՏ野౼ݕ
その委員長には、経営学部のՏ野がब任し、Տ野のもと、ത士課程後期の研究科の設ஔへの౒力が行わ
れた。まͣ、1993 年度にௐࠪඅがつくこととなった。これにより、設ஔに関する̏部局によるௐ੔は
本֨化した。その݁Ռ、1994 年に国際開発研究科が創設された。これは従来からのເであったത士課
程後期の創設であり、国際開発というςーマのもとに経済、経営・国際経済法学科が協力するܗをとっ
た౷合ܕの大学院であった。社会科学系の新制大学では初めてのことであった。この設立においては、
国際開発というςーマにଈした講࠲体系の੔උや教員の഑ஔ、運営体制がॏཁかつࠔ೉な課୊であった。
初代の研究科長は経営学部のҴ༿が引きडけ、創設期の様ʑなࠔ೉にର応することとなった。この研究
科の創設は経営学部がフロントに立たなけれ͹実現できなかったとࢥわれる。また、研究科の運営に関
わるࢀ加教員 36 ໊による教授会は、その時までにあった学部間・研究科間のจ化や制度のҧいをೝࣝ
するとともに、ޓいのҙૄࢥ通をਤる場として機ೳすることとなった。
経営学研究科は創設以来、1991 年度まで、講義（特࿦）は通年４୯Ґを原ଇとしてきたが、教員スタッ

フの充実にؑΈ、1992 年度より、લ期または後期̎୯Ґの講義（特࿦）にվめられた。だが、ԋश（研
究指導）は従来通り通年４୯Ґで、修士課程̍ʙ̎年を通して̔୯Ґをཤ修し、指導教員の研究指導の
もとで修士࿦จの࡞成に充当されていた。修士࿦จのఏ出֨ࢿは、修士課程に̍年以上在学し、学Ґ࿦
จఏ出期೔まで修士課程修了にඞཁな授業科目の୯Ґ数のうͪ、16 ୯Ґ以上をཤ修したものとされて
いた。
1995 年４月に経営学研究科が̎専߈として࠶ฤされ、経営学専߈とฒΜで会ܭ・経営シスςム専߈

が設ஔされることになった。経営学専߈ 24 ໊、会ܭ・経営シスςム専߈ 12 ໊、合ܭで 36 ໊の研究科
となった。1991 年に行われた学科վ૊の׬成時に合わせた̎専߈ཁٻであり、学科վ૊の基本的なߟ
えํである国際化・৘ใ化・環境問୊にର応した̎専߈の設ஔであった。࡫井ۉ໷間学部ओ事を委員長
とする大学院プロジエクト委員会により、そのためのҊがاըされた。学科վ૊と੔合的な経営学研究
科修士課程の充実に޲けた動きであった。国際化・ߴ度৘ใ化・グローバルな環境問୊という時代のཁ
を設ஔすることによって学科վ૊の理೦߈の૿設であった。ෳ数専߈経営シスςム専・ܭに応える会ٻ
に従いつつ、ཤ修ܗଶの多様化をもࢹ野にஔくॊೈな教育研究を実ࢪすることにあった。経営学専߈は
経営学科、国際経営学科と੔合的に݁ͼつき、新設の会ܭ・経営シスςム専߈は会ܭ・৘ใ学科、経営
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シスςム科学科と੔合的に݁ͼついていた。会ܭ・経営シスςム専߈の目的は、「経営૊৫をシスςム
としてԁ׈に運営するための৘ใのऩू・処理・఻ୡのプロηスと৘ใ活用による経営ҙܾࢥ定プロη
スを中心に教育研究すること」であった。新設の会ܭ・経営シスςム専߈は定員 21 ໊であり、制度会ܭ、
৘ใ会ܭ、経営科学、経営৘ใの４大講࠲から成り、すべて学内݉担でまかなわれることになった。講
義科目については、̎専߈に分ׂするとともに、より内༰を明ࣔするような໊শのมߋを行った。また、
各専߈のڞ通科目として「開発」に関する４つの講義（「開発と経営特࿦」、「開発会ܭ特࿦」、「開発の
経営科学特࿦」、「開発్上国஍Ҭ研究特࿦」）を設定した。
これらは 1994 年に新設された国際開発研究科（ത士課程後期）への進学をر๬する学生にとって学

修のڮ౉しとなるようにとߟえられて設けられたものである。ཤ修ํ法についても、大きく̎つのมߋ
がなされた。一つは、講義科目を専߈ඞ修科目（基礎બ୒科目）、専߈બ୒科目、ࣗ༝બ୒科目の̏छ
ྨに۠分し、それͧれにおけるཤ修୯Ґを指定することにより、基礎的な科目から応用的な科目へのॱ
を௥ってのཤ修がなされるようになったことである。もう一つのมߋは、社会人特ผબൈを実ࢪしたこ
とに関連し、一ൠ入学学生用にඪ४プログラム（ཤ修ํ法）の΄かに、社会人プログラム、ཹ学生プロ
グラムを設けたことである。
1975 年度より、横浜ࢢ立大学の商学研究科と୯Ґ׵ޓ制度を行っていた。さらに、1997 年度に横浜

制度の協定が交わされたことをडけて、そのଅ進をਤった協定のվ定がな׵ޓ立大学と大学間の୯Ґࢢ
された。すなわͪ、従来は、それͧれの研究科で開講されていない講義のཤ修のΈをೝめていたが、ࠓ
ճのվ定により専任教員の担当講義はすべて୯Ґ׵ޓのର৅となった。̔ ୯Ґまでの修ಘがೝめられた。
1998 年度より、研究指導の担当を従来の教授だけでなく、ॿ教授も研究指導を行うことができるよ

うมߋを行った。それは、学生数の૿加に伴う指導教員̍人当たりのෛ担が૿えたこと、特定の教員に
ෛ担がかかりすぎるという問୊が生ͣるようになったためである。
1996 年には教育学部の教育人間科学部へのվ૊の伴う学部間教員の移動があった。教育学部から教

員定員໊̏と学生定員 10 ໊をडけ入れ、経営学部から教員定員໊̍をૹり出した。実際には、経営学
部に教育学部から̎人の教員の移籍があった。後藤明生、中野弘ඒであり、経営学科に഑ஔされること
になった。後藤は産業จ化࿦を、中野は現代コミュχケーシϣン࿦を担当することとした。1991 年の
学部վ૊により、一ൠ教育と専門教育とのน่しが行われており、その౷合の実績もありスムーζなܗ
で移籍が行われた。
経営学部では創設以来、গ人数教育をॏࢹした教育を行ってきている。ゼミφール教育をॏཁな教育

のபとߟえ、̏年࣍４年࣍で̔୯Ґを与えていた。本学では、ゼミφール充実のため、数ʑのࢼΈを行っ
てきた。その一つはすべての教員がゼミφールを担当することである。それは、1986 年度より実現した。
গ人数教育の実࣭化をਤるために、1995 年の入学生よりゼミφールの上ݶを 15 ໊とした。1997 年度の
入学生よりゼミφールの充実として、̎年࣍の後൒にプレゼミとしての基礎ԋशを導入し、実࣭̎年൒
のゼミφール制度とし、一૚のগ人数教育の充実をはかった。
経営学部は、外国との学ज़交流協定のక݁を 1990 年代の後൒より積極的に開始した。1997 年̏月に

ΠΪリスのシΣフΟールド大学、４月にはオーストラリアのシドχー޻科大学との間で૬࣍いで学生交
流・研究者交流等をؚΉ交流協定をక݁した。1999 年̒月にはフランスのϙϫνエ大学との間で、国
際交流協定をక݁した。その後の経営学部がఏҊ部局となった学ज़交流協定には 2002 年̍月スウΣー
σンのヨンνϣϐン大学、2005 年 11 月アϝリΧのαンϊゼ州立大学がある。1997 年ळ学期には、横浜
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国立大学と学生交流協定のある外国の大学に在籍する学部学生に、൒年または̍年間डけ入れ教育する
「୹期ཹ学国際プログラム（+0:）」が当時のཹ学生ηンター長であったࢁ下の౒力により開始され、そ
れにより開設された授業科目である国際交流科目に経営学部の教員も「೔本の経営」、「೔本ا業の原Ձ
؅理」、「೔本ܕ生産؅理」、「೔本の国ຽ会ܭ」という授業科目で協力し、科目を充実させた。
1997 年̕月に経営学部・国際開発研究科౩が従来の研究౩のྡに設ஔされた。それによりෆ଍して

いた研究ࣨの問୊はղܾした。教員の研究ࣨは̎֊・̑֊ʙ̔֊に഑ஔされることになった。また৘ใ
関連設උのू໿化も行われ、3֊のフロアに৘ใ教育教ࣨ・৘ใ教育実शࣨ・544 ୺຤ࣨが੔理౷合さ
れた。それにより৘ใ処理教育の充実がਤられた。ڞಉ研究をਪ進するための実験ࣨも֦大した。実験
ࣨを؅理し、教員の教育研究をࢧԉする研究ਪ進ࣨは４֊のフロアに移動した。
1999 年４月に経済学研究科、経営学研究科、国際経済法学研究科（以上修士課程）、国際開発研究科（ത

士課程後期）を発展的に੔理౷合し、ത士課程લ期・後期からߏ成される「国際社会科学研究科」が設
ஔされることになった。1997 年̍月のจ部省の教育վֵプログラムのபのͻとつが大学院のॏ఺化で
あった。こうした大学院ॏ఺化のํ޲と連動したのが、国際社会科学研究科の創設であった。
経営学部では、経営学研究科の̎専߈化の展開の࣍のํ޲をϏジωススクールの創設とし、プロジΣ

クト委員会を中心に۩体的なߏ૝をまとめ、1998 年度の֓ࢉཁٻとして定員 20 ໊の経営政策専߈の新
設をߟえ、独ࣗの充実ํ޲を໛ࡧしていた。しかしながら学部、大学院の一؏した教育体制を࡞るこ
とは極めてॏཁなことであり、ത士（経営学）の学Ґを授与することもٸۓの課୊であった。そこで
1997 年 2 月に社会科学系̏部局からなる大学院ത士課程ௐ੔委員会が設ஔされた。経営学部からはླ
木・大௩ӳ࡞がࢀ加した。ௐ੔委員会のもとू中的に協ٞが行われ、̕月には後期課程の入学定員、専
教員૊৫、༧定教員数等について教授会でٞ࿦がなされ、ଓく、࠲数、大講߈ 10 月ஈ֊で΄΅֨ࠎが
まった。1999ݻ 年度の֓ࢉཁٻをすることとし、จ部省との交渉にも成ޭし、౷一した国際社会科学
研究科が創設されることとなった。

̑ɽ2000 年代の動޲ɿ大学院の充実とϏジωススクールの開設
2001 年４月、経営学部は、શ学的な࠶ฤの一環として独立ܕの研究院である「環境৘ใ研究院」の

設立に協力した。この研究院は、当時の時代的എܠを౿まえた環境問୊や৘ใٕज़分野の新たな研究ڌ
఺として設立されたものであり、経営学部からは教授໊̎とॿ教授໊̍を೿ݣするܗでその設立にݙߩ
した。環境؅理࿦を担当していたླ木が初代研究院長にब任し、経営学部としての学際的な取り૊Έが
一૚強化された。これにより、経営学部はࣗらの学問分野をӽえて、環境や৘ใٕज़といった新たな研
究ྖҬへのݙߩを目指す࢟੎をࣔした。
ಉ年 10 月には、国際通՟基金（*.'）およͼ大ଂ省（現ɿࡒ務省）からのґ頼により、アジアの移

行経済国をର৅とした修士課程プログラムがスタートした。このプログラムは、大௩の尽力によって実
現されたもので、೔本の大学院でアジアଠฏ洋஍Ҭのچ社会ओ義国や発展్上国の経済官྅にରし、金
༥およͼ経済政策の立Ҋ・実ࢪに関する専門的な教育をఏڙすることを目的としていた。特に、*.'
スΧラシップ・プログラムの一環として運営され、̎年間の修士課程教育がӳޠでఏڙされることで、
国際的なࢹ野を࣋った経済官྅の育成にد与した。このプログラムはִ年で実ࢪされ、アジアଠฏ洋஍
Ҭからຖճ 10 ໊程度の経済官྅をडけ入れ、金༥政策や経済成長にݙߩするߴ度な専門஌ࣝをཆ成す
ることが期଴された。
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ಉ時期、経営学部では社会科学系部局の強化とともに、Ϗジωススクール設立の動きが本֨化した。
特に、Ѩ部प଄学部長（2001 年ब任）のもと、ถᖒプロジΣクト委員長を中心に、専門大学院として
のϏジωススクール設ஔがݕ౼され、学部レϕルとは異なるߴ度なϏジωス教育がఏڙされることが期
଴された。しかし、จ部科学省からの協力がಘられなかったため、このܭըは一୴࿏ઢมߋを༨ّな
くされた。それでも、2003 年にޱߔपೋが学部長にब任し、Ϗジωススクールの設立ܭըは継ଓされ、
ऴ的には「横浜Ϗジωススクール」として࠷ 2004 年４月に開設されるに至った。
横浜Ϗジωススクールの設立に伴い、経営学部の໷間ओコースも࠶ฤされた。໷間ओコースは、もと

もと 1967 年に設ஔされた第ೋ部経営学科をݯىとしており、勤࿑学生や社会人をର৅にした教育をఏ
。গし、定員ׂれが常ଶ化していたݮしてきた。しかし、時代のม化とともにன間にಇく学生の数がڙ
一ํで、.#"を取ಘすることを目指す社会人学生のधཁは૿加޲܏にあったため、໷間ओコースは࠶
ฤがඞཁとされた。新しいΧリΩュラムでは、勤࿑学生や社会人をओなର৅とし、基礎的かつ૯合的な
経営学教育をఏڙすることを目指した。特に、経営学科に定員をू中させ、基礎から応用まで体系的に
学Ϳプログラムが導入され、学生が多様なχーζにର応できるようなཤ修Ϟσルがఏڙされた。
また、গ人数教育が引きଓきॏࢹされ、ゼミφールࣜܗの教育が充実された。従来から、̏年生およ

ͼ 4年生޲けにゼミφールが設ஔされ、学生と教員との૒ํ޲的な教育が実ࢪされていたが、この取り
૊Έはさらに強化された。定員がݮগした後も、各ゼミφールではগ人数制をҡ࣋し、専門的な指導が
行われた。これにより、学生がࣗらのڵຯや研究ςーマに基ͮいてਂく学ͿことがՄೳとなり、教育の
࣭が޲上した。
さらに、2004 年の法人化に伴い、経営学部は外部ࢿ金の積極的な֫ಘにも৐り出し、「現代的χーζ

取り૊Έࢧԉプログラム」として「経営学 Fラーχングの開発と実ફ」が採୒された。このプログラム
は、Πンターωットٕज़を࢖ۦし、ゲーミングϝιッドを基൫としたϢχークな教育ํ法をఏڙするも
のであった。従来のର面授業とは異なり、学生はオンラΠンで学ͼながら、ゲーム֮ײで経営学の理࿦
や実ફを学Ϳことができる新しい学शスタΠルが導入された。
また、2005 年度から 2006 年度にかけて、国際社会科学研究科では「ັ力ある大学院教育ΠχシアςΟ

ブ」の一環として「実ફੑ・国際ੑをඋえた研究者ཆ成シスςム」が採୒された。このプログラムは、
ത士課程後期において、実ફੑと国際ੑを݉Ͷඋえた研究者を育成することを目的としており、リαー
ν・プラクςΟΧムという実ફ的な研究活動がその中心的なཁૉとなった。これにより、学生は理࿦的
な研究にとどまらͣ、実際のϏジωス現場や国際的なフΟールドでの実ફ的な経験を積Ήことができ、
よりߴ度な研究成Ռを生Έ出すことが期଴された。
このようにして、経営学部は 2000 年代に入ってからも、社会のχーζや時代のཁ੥に応じた教育・

研究のվֵを進め、Ϗジωススクールの設立や Fラーχングの導入、国際的な研究者育成プログラムの
充実など、多ذにわたる取り૊Έを展開してきた。その݁Ռ、経営学部は国内外でのධՁをߴめ、現代
社会がٻめる人ࡐの育成に大きくݙߩした。

̒ɽ研究の展開とਪ進
経営学部は、創設当初し͹らくの間、経済学部と協力して「横浜国立大学経済経営学会」をڞಉ運営

し、学会誌『エコϊミア』を発行していた。しかし、学部の独ࣗੑを࣋つ学会誌発行へのཁ๬がߴま
り、1980 年４月に「横浜国立大学経営学会」が設立された。ಉ年̕月には新たな学会誌『横浜経営研究』
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が発行され、以߱、年４ճの定期刊行がଓけられている。さらに、1981 年からはຖ年ஶ໊な学者や実
業Ոを招いて学会講ԋ会が開࠵され、ओに学生޲けの講ԋが行われている。
1981 年̑月には学部研究会が設立され、教員ಉ士が研究動޲をڞ༗し、専門外の研究成Ռを学Ϳ場

として機ೳしている。また、新任教員やւ外ཹ学から໭った教員が学問的成Ռを発表する機会ともなっ
ている。1993 年度からは、経営学部生や大学院生をର৅に࿦จをืूし、༏秀な࿦จを表জする学会
৆が設けられ、ݫ正な৹ࠪの上で入৆࡞඼がܾ定されてきた。学会৆の表জは卒業ࣜや修了パーςΟー
において行われた。
1994 年４月には学会の機ߏが੔උされ、従来はฤू委員会が運営していた学会業務が、学会運営委

員会によってแׅ的にاը・運営されるようになった。事務局は研究ࢿྉࣨから研究ਪ進ࣨに移転し、
運営が一૚ޮ཰化された。
研究ࢿྉࣨは経営学部の創設とಉ時に、経済学部の研究ࢿྉࣨとڞ༗するܗで発଍したが、1974 年

に常൫୆Ωϟンパスに౷合され、当時の研究౩４֊に正ࣜに設ஔされた。1978 年には、経済学部に貿
易จࢿݙྉηンターが設立され、これに伴い、経営学部として独ࣗの研究ࢿྉࣨのඞཁੑがߴまった。
1980 年代には、研究ਪ進ࣨが੔උされ、内外の社࢙や営業ใࠂॻ、年ؑ౷ܭॻなどのऩूํ਑が明֬
化され、横浜経営研究の刊行や学ज़৘ใࡧݕ業務が充実された。また、リフΝレンスαーϏスをؚΉ教
員への各छαーϏスもఏڙされるようになった。
1980 年代後൒からは、研究ࢿྉࣨがిࣨࢉ・実験ࣨと݁ͼつき、経営科学৘ใηンターߏ૝の一部

を担う機関としてҐஔͮけられたが、現在では経営関ࢿ܎ྉの充実にॏ఺がஔかれている。特に国内ا
業の社࢙やஂ体࢙、外国ا業の年࣍ใࠂॻ、国内ۜ行のσΟスクロージϟー誌など、特௃的なࢿྉのऩ
ूが進められており、これにより学ज़研究のߴ度化にݙߩしている。
1999 年度には、研究ਪ進ࣨが研究ࢿྉࣨから分཭し、独立した機関として設立された。研究ਪ進ࣨ

では、実験ࣨの運営、教員の研究ࢧԉ、学会誌『横浜経営研究』に関連する業務など、多ذにわたる
໾ׂをՌたしている。1991 年に学科のվ૊により、実験講࠲が૿設され、新研究౩が׬成したことで、
実験ࣨは従来の４ࣨからࣨ̕に֦充され、講義と実験の連携が強化された。
৘ใηンターは 1976 年に、࠷新Ӷの'"$0.230�384 ి子ࢉܭ機が設ஔされたことから始まり、教育・

研究活動における৘ใ処理ٕज़の充実に౒めてきた。その後、৘ใ処理ٕज़の発展に伴い、パιコンを
中心とした৘ใ処理環境が੔උされ、αーバー系機ثの機ೳ分ࢄやແఀిిݯ૷ஔの導入などにより、
ωットϫーク環境の強化も進められている。こうして経営学部は、教育・研究活動における৘ใΠンフ
ラを充実させ、学生や教員にとってޮՌ的な学ज़環境をఏڙしている。

７ɽ2000 年までの学生の動޲
経営学部第一部は、設立当初の定員が 120 ໊であったが、1973 年の؅理科学科設立後、定員が૿加

し࠷ऴ的に 250 ໊となった。第ೋ部も定員が 80 ໊から 100 ໊に૿加した。1991 年の学科վ૊により、
ன間ओコースは 330 ໊、໷間ओコースは 80 ໊となったが、2002 年度にはன間ओ 275 ໊、໷間ओ 55 ໊
にॖখされ、さらに 2004 年度には໷間ओコースが 32 ໊にݮ員された。
入学者は常に定員を௒えており、1989 年には第一部でਪન入学બൈを導入し、勤࿑学生をର৅とし

た第ೋ部にもਪન入学が導入された。ঁ子学生のׂ合は 1988 年度に第一部で 10�を௒え、以߱૿加܏
。にある޲
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卒業生のब৬ઌは時代のӨڹをडけてม化し、1971 年当初は੡଄業がओ流であったが、1976 年以߱
は金༥・保ݥ業へのब৬が૿加し、1990 年代にはαーϏス業へのब৬が目立つようになった。21 世ل
にはαーϏス業へのब৬がࡾ分の一を௒え、৘ใ通৴業にब৬する学生も૿加している。
経営学研究科の定員は 26 ໊であったが、1990 年代に入学者が૿加し、1995 年の会ܭ・経営シスςム

専߈設ஔ後は定員を௒える入学者がଓいた。1999 年の国際社会科学研究科設立により、修士課程の進
学者も૿加し、修了生はओにຽ間ا業にब৬している。

̔� 社会との連携
経営学部は研究成Ռの一部を公開講࠲・リΧレント教育事業等を通して、社会にؐݩする౒力を行っ

てきた。大学は社会とڞにあり、社会とڞに生きることの൓өでもある。経営学部の公開講࠲は、1975
年ࠒより進められてきた。1993 年度よりリΧレント教育事業を社会人޲けに、公開講࠲を̍年͝とに
開講してきた。
2000 年度よりਆಸ川科学アΧσミーとの࠵ڞで研究者・ٕज़者のための会ܭ・マーケςΟングコー

スを行ってきた。また、新たなࢼΈとして大ಉ生໋の協力のもとに中খا業経営者޲けの講࠲「時代を
୓く中খا業の経営ֵ新」を 2005 年 11 月から 12 月にかけて開࠵した。2006 年̎月に本学は೔産ࣗ動
ंとの間で研究開発、人ࡐ交流・஍Ҭݙߩという̏つの分野での૊৫的連携をక݁した。これは経営学
部、޻学研究院がఏҊ部局となったจ理༥合ܕの連携であった。2006 年４月から経営学部では೔産の
શ面的協力のもとに̏年࣍生以上の学生をର৅とした「ࣗ動ं産業経営࿦」という特घ講義が行われた。

̕ɽϏジωススクールの創設
2004 年４月、横浜国立大学大学院に横浜Ϗジωススクールが設立された。スタート時のϏジωスス

クールは、経営学専߈のマωジϝント専修コースと、会ܭ・経営シスςム専߈のフΝΠφンス・アΧウ
ンςΟング専修コースの̎つの専修コースをఏڙし、各コース໊̒ͣつ、ܭ 12 ໊という定員であった。
設立に際しては、ΧリΩュラムのฤ成や໷間授業のための場所の֬保が課୊であったが、横浜ランド

マークタϫー 18 ֊にΩϟンパスを設ஔすることでղܾされた。こうして、ฏ೔໷間はαςラΠトΩϟ
ンパスでの講義、そして౔༵೔の೔中は常൫୆Ωϟンパスでの講義およͼゼミの開講という体制ができ
あがった。
また、入ࢼや 13活動、αςラΠトΩϟンパスの活用などが教授会や委員会でू中的にݕ౼され、

2004 年̎月に初ճの入ࢼが実ࢪされ、マωジϝント専修コースに 10 ໊、フΝΠφンス・アΧウンςΟ
ング専修コースに７໊の入学生がબൈされた。当初の༧ଌを上ճるئࢤ者数があり、社会人教育への関
心のߴさがӐえた。
Ϗジωススクール設立のഎܠには、社会人޲けの専門的かつ体系的な教育へのχーζがߴまっている

ことがあり、特に横浜が東京のا業でಇく社会人のॅډ஍であることや、京浜޻業஍ଳにҐஔすること
から、通いやすい環境を੔えることがॏཁࢹされた。授業時間はฏ೔の 18�50 から 21�00 までとし、社
会人が学ͼやすい体制が੔උされた。
開設当初のϏジωススクールの特௃は、ᶃগ人数制でのີなコミュχケーシϣン、ᶄ横浜ランドマー

クタϫーというརศੑのߴい環境、ᶅ 2年間かけたԋशࣜܗのグループ研究、ᶆコース間のクロスオー
バーཤ修がՄೳな఺であった。それͧれのコースにԋशが 1つͣつ設けられ、̍つのԋशを໊̎の教員
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で指導するという体制を੔えた。マωジϝント専修コースでは、ا業શ体のマωジϝントにඞཁな౷合
的な஌ࣝのशಘ、そしてフΝΠφンス・アΧウンςΟング専修コースでは、年金制度やࡒ務に関する専
門Ոの育成を目指した。
また、Ϗジωススクールの設ஔに伴い、ط存の経営学専߈や会ܭ・経営シスςム専߈のཤ修制度にも

มߋが加えられ、専߈ඞ修科目をഇࢭしてॊೈなཤ修がՄೳとなり、社会人と新卒生の૒ํがそれͧれ
のχーζに応じて学べる教育環境が੔えられた。
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国際経済法学専攻の創設と展開

～大学院重点化～法科大学院創設

ᶗɹ国際社会科学研究科の創設とશ学的大学院ॏ఺化
̍ɽ国際社会科学研究科の創設
1997 年 1 月、จ部省は「教育վֵプログラム」を発表し、そこでは「大学院の充実・強化と学部࠶

ฤ成等のਪ進」がபの一つに͛ܝられ、大学院ॏ఺化が明֬化した。
そのなかで本学社会科学系部局の大学院部局化が課୊としてු上した。国際開発研究科が発଍してま

もなくのことだが、社会科学系としては、学部、修士課程のうえにത士課程を࡞り、一؏教育を行い、
ซせて研究（教員）૊৫を学部から大学院に移す大学院部局化をਤることは一கした൵ئだった。経済
学部はૣ଎ݕ౼に入るとともに、1997 年̍月に経済、経営、法཯のࡾ研究科長の࠙ஊ会がもたれ、大
学院部局化・ॏ఺化に޲けてのさらなるาΈが始まった。
࠙ஊ会ではߴ、 等教育ܭըとしてچఇ大系は大学院部局化、چ࿡大学（新ׁ、金୔、ઍ༿、Ԭ۽、ࢁ本、

長࡚）はࣗવ科学系と人จ科学系のೋ系౷のത౔課程の設ஔというํ޲にあることが事務局からใࠂさ
れた。学内ではંからのࣗવ科学系を中心としશ学をまきこΉϝσΟアωットϫーク研究科等のߏ૝が
ଧͪ上͛られていた。社会科学系としてはもͪろΜ協力するとしても、それだけでは新たなߏ૝の૲מ
り場にされかͶないというةዧをڞ༗していた。経営系はフΝΠφンスの充実、経済系は修士の充実と
いった独ࣗ課୊をかかえ、法཯系は౷一大学院を創れ͹そこに部局としてٵऩされるというݒ೦をかか
えながらも、౷一したത士課程を創る఺では一கした。そこで 1997 年̎月に経済、経営、法཯の社会
科学系ࡾ部局により社会科学系大学院ത士課程ௐ੔委員会を設ஔすることとした。経済からはएਿ隆ฏ・
金ᖒ࢙உ、経営からはླ木๜༤、大௩ӳ࡞、国際経済法学からはԁ୩फ़、࡚ؠ政明が委員としてબ出さ
れ、1997 年̏月から４月にかけて「国際社会科学૯合研究科（Ծশ）基本ߏ૝」がとりまとめられた。
度ߴ存の࢛研究科を発展的に౷合し一つの研究科を創ること、ത士߸をもって国際的に活躍できるط

専門実務Ոの人ࡐཆ成を目的とすること、経済系、経営系、国際経済法学系プラス新専߈の࢛専߈とし、
各専߈はത士課程લ期（修士）と後期（ത士）の一؏教育により経済学・経営学・国際経済法学・学ज़
のത士߸を授与すること、研究科を部局とし、専任教員はશ員が大学院に所属する大学院部局化をਤる
こと、がそのࠎ子である。一ޱで言え͹、修士・ത士を一؏するچఇ大ܕの大学院、そして大学院部局
化という極めて大୾・野心的なܭըだった。
̑月には学生定員 60 ໊の設ஔܭըॻをจ部省にఏ出し、̑、̒月にかけてさらにจ部省にઆ明した。

そこでのやりとりで、定員は過大という指ఠにはݮ員で応え、また修士・ത士を一؏する「ͣΜ಑ܕ」
ではなく、「༥合ߜ・ܕりࠐΈܕ」のඞཁੑについては、グローバル経済、ا業シスςムなど専໊߈等
を޻夫して、લ期（修౔）・後期（ത士）を۠分した。
こうしてܗは੔ったが、จ部省の౎合等から֓ࢉཁٻそのものはཌ年度に࣋ͪӽされた。1997 年 11

月には以上に基ͮく第࣍ࡾҊのઆ明を行ったが、จ部省はਅ伨なܭըҊとධՁし、1999 年度֓ࢉཁٻ
を了ঝした。
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この֓ࢉཁٻは、چ࿡ܕの౷合大学院を、それらとは「出ࣗ」の異なるߴچ商系の新制大学が、社会
科学という新分野で創設する、というલ代ະฉのୡ成を、実࣭一年間で成し਱͛、かつ通常ではありえ
ないॿख̏の७૿がೝめられるなど、ഁ ֨の݁Ռとなった。これにより、ଏに言え͹、横浜国大はその「出
ࣗ」をよく৐りӽえて大学の֨を֨ஈにߴめたと言える。ٯに言え͹それ΄ど国立大学のংྻにはݫし
いものがあった。当વにそれを৐りӽえるのが࣍なる課୊となる。
この間、एਿは 1998 年４月に経済学部長にब任したが、༨人を࣋って代え೉く、引きଓきௐ੔委員

会の委員をଓけた。また社会科学系の一கしたཁٻのӄには、それまで独立研究科として大学の「部局」
をߏ成していた国際経済法学研究科が、その「஍Ґ」をஅ೦して研究科の一専߈になるというӳஅがあ
り、そこには国経法બ出のԁ୩委員等の౒力があった。
̕月、ௐ੔委員会は、大学院の立ͪ上͛に޲けてプランを۩体化するߏ૝ਪ進委員会に੾りସえられ

た。ߏ૝ਪ進委員会は、経済・経営・国経法・国際の各専߈から委員がબ出され、教務入ߔ、７໊）ࢼ
খ委員会からなるࡾの（ԁ୩委員長、４໊）ٻཁࢉ֓、पೋ委員長）、૊৫事営（７໊、田代委員長）ޱ
大所ଳの委員会で、શ体の長は田代が務めた。
このような४උを経て創設となった新研究科の初代研究科長には田代がबき、̑月 12 ೔、จ部省の

ྟ੮のもと、෋ٰ会̤̗も多数ࢀ加し、ॕլパーςΟが開かれた。

̎ɽ大学院充実の時代へᴷ部局化ཁٻとそのં࠳をӽえてᴷ
は上出来だったが、ത士課程に専属する専担教員（実際には学部を݉務し学部の教育を担当ٻཁࢉ֓

するが）はݶ定され、શ員が大学院にுり෇く大学院部局化をਤることが࣍なる目ඪとなった。
ંから教育人間科学部のվ૊も課୊になるなかで、2000 年にશ学的に֓ࢉཁݕٻ౼委員会が設ஔさ

れ、その下に社会科学系大学院のখ委員会が設けられ、શ学委員として経済、経営、法཯系ࡾ部局から
委員がબ出され、研究科長を࡫井ۉ（経営系）と交ସした田代がओࠪとなり、൵ئୡ成に௅戦した。
ંからจ科省は国立大学の法人化、専門৬大学院の設ஔという大問୊を๊えて多๩を極めていたが、

第一࣍的なંিの݁Ռ、来るものはڋまͣのײ৮をಘたので、ࡾ部局の大学院部局化、法科大学院（ロー
スクール）、Ϗジωススクールのࡾ఺ηットのݕ౼を開始した。大学院部局化といってもલड़のように
社会科学系の૊৫の૊成はෳࡶなので、それをղফするために、૊৫を研究部と教育部に分け、教員શ
員が研究部に属するܗで大学院部局化をՌたし、教育部としてのത士課程લ期・後期、そして学部に出
した。加えて、教育人間科学部のվ૊により、教員ཆ成以外の課程の教員等౼ݕいて教育する体制を޲
をこのܭըに૊ΈࠐΉํ޲での交渉がಉ学部との間でなされた。
しかしこれらのߏ૝は、後ड़するように 2003 年य़にં࠳し、֓ࢉཁٻはロースクールの設ஔ一本に

。ることになったߜ
このようなର外的な問୊とともに、大学院部局化には内在的な問୊も実はあった。چఇ大系のそれは

学部のうえにつくられた「ͣΜ಑ܕ」の大学院であり、そこでは教員૊৫をそのまま学部から大学院に
移すことがՄೳだが、本学の場合は経済学部・経営学部・国経法系のࡾつの部局等のうえにくる大学院
なので、学部を࢒しつつ大学院部局化をਤることにはクリアすべき૊৫問୊も多い。また大学院部局化
は大学院ॏ఺化であるが、本学の場合はあくまで学部教育と大学院教育を等しくॏࢹするߏえであった。
かくして本学社会科学系は他にྫをΈないϢχークな大学・大学院充実のಓをาΉことになった。
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̏ɽ国際社会科学研究科の大学院ॏ఺化への໛ࡧ
国際社会科学研究科の教員૊৫は、発଍時、18 ໊が大学院専担でߏ成されていた。それは、શ員が

大学院専担のࣣچఇ大などの༗力大学とશ員が݉担である通常のچ制大学とのいわ͹中間のかたͪと
なっていた。そこでશ員が大学院専担となる大学院׬શ部局化が࣍の課୊としてҙࣝされた。
2001 年̒月ࠒ、एਿ෭学長より「国際社会科学研究科の講࠲等の੔උについて」が社会科学系の部

局長およͼ関܎者にఏىされた。その内༰は、国立大学設ஔ基४の஄力化が༧定されるなかで、「経済
学部・経営学部を本務とする教官定員のうͪ国際社会科学݉担教官分を、国際社会科学研究科を本務と
し学部を݉担する教官定員にৼりସえる」というもので、教授 34 ໊、ॿ教授 17 ໊の੾りସえを行うと
されていた。
このఏҊはࡾ部局の了ঝをಘて、́ ΅そのઢにԊって、2002 年４月に実ࢪされた。このાஔによって、

国際社会科学研究科担当教員のうͪおよそ̏分の̎が大学院専担教員となった。しかし、֓ࢉཁٻを伴
うાஔではなく、実࣭的な૊৫の֦充をਤるためには、׬શ部局化を૊ΈࠐΜだ֓ࢉཁٻを実現するこ
とがඞཁであった。
この課୊が実現するとすれ͹、国立大学の法人化のલしかないとのೝࣝに立って、શ学的事߲に܎る

、に取り૊Μだがٻཁࢉ会の下にஔかれた社会科学系ϫーΩング（田代洋一ओࠪ）が֓౼ݕのٻཁࢉ֓
社会科学系֓ࢉཁٻのয఺がロースクール、Ϗジωススクールにߜられる過程で取り下͛られることに
なり、国際社会科学研究科はઌにふれた「中間のかたͪ」で法人化を迎えることになった。

ᶘɹ法科大学院の創設
̍ɽ法科大学院開設のഎܠと経Ң
法科大学院制度に関するٞ࿦のݕ౼が公にされたのは 1999 年であった。本学はこれにରし、法཯系

の教員を中心に௚ͪに൓応し、ݕ౼を開始した。当時、本学大学院における法学教育の課୊・ক来の発
展ํ޲は、ふたつではないかと一定数の教員の間でڞ通にೝࣝされていた。
ͻとつは、国際化の一૚の進展、్上国ԉॿの֦大とともにߴまった、ཹ学生にରする法学教育がྔ

࣭྆面にわたる充実、特にӳޠによる法学教育であった。
もうͻとつは、ত࿨ 50 年代の法学部設立ߏ૝が転じて 1988 年に設立された国際経済法学研究科がཆ

成してきたا業法務などに従事する専門৬業人を、どのようにして、より社会的ೝ஌度のߴい、より社
会的χーζにద合した人ࡐとしてߴ度化してڅڙするかということであった。国際経済法学研究科は、
実ફ的な教育のલఏとして当વに、そのためにඞཁなߴ度な理࿦的な教育研究を行って研究者をཆ成し、
また法૤もഐ出してきたが、その他の修了生の法務関܎৬へのब৬の޲上、国際経済法学研究科にରす
る社会のೝ஌度の޲上のためには、ߋに෇加Ձ஋が໛ࡧされていた。また、国際経済法学研究科ߏ૝当
時から、当時の設ஔ৘੎から採用することとした特化された内༰とは異なり、「経済」と「国際」とい
う特色෇けはしながらも、఻౷的な法学教育を基礎にしつつロースクールにۙい内༰としてߏ成するߟ
えํも、෭࣍的に存ଓしていた。
そのようなঢ়گ下で、法科大学院制度のٞ࿦が明らかにされた。そこでその機をとらえて、法科大学

院設立の४උが始まったが、当初は、શ国に設立される法科大学院数の制ݶ৘ใなどもあり、実現Մೳ
ੑとの関܎で࡞業は着実でなかった。しかしその後、ݟ通しにෆಁ明なところはあったが、学内外のՄ
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ೳੑの޿がりの過程で、本学法科大学院の実現のඞཁੑをૌえるべき内༰として、࣍の特色をࠎ子とす
ることが࣍第にݻまっていった。
第一に、本学法科大学院は、法学部を༗しない、法科大学院制度のߟࢀとされたアϝリΧのロースクー

ルに࠷もۙいタΠプの法科大学院であるということである。
第ೋに、法学部をもつ他の法科大学院が法学部出਎者を中心にしつつその他の者もडけ入れるのにର

し、本学法科大学院は、طに国際経済法学研究科で޿く法学部以外の出਎者をडけ入れ法学教育を行っ
てきている実績をഎܠに、法学部出਎者よりも他学部出਎者・社会人に一૚޿く門ށを開く法科大学院
とするということである。
第ࡾに、法૤間のڝ٬ސ争を迎える時代にউͪൈいていける特色のある法૤をཆ成するため、国際経

済法学研究科時代からの教育研究実績に基ͮいて、「経済」とりわけ租税法務に強い法૤と、「国際」と
りわけ国際的ا業法務に強い法૤の育成に౒める内༰とするということである。
第࢛に、理࿦と実務のՍڮという法科大学院のੑ֨を制度的に֬実なものとするため、また、఻౷的

な法૤のྨܕであるࢢຽ生活にີ着した法૤のཆ成という基本的ཁٻにも応えるため、横浜หޢ士会（現
ਆಸ川ݝหޢ士会）との૊৫を通じた༗機的な教育連携をはかるということである。
このࠎ子に基ͮいて、入学者બൈのํ法、ΧリΩュラム等教育内༰・ํ法、成績ධՁ・修了ೝ定のํ

法といった教育に関する事߲のݕ౼とܾ定、それを実ࢪする教員૊৫に関する事߲に関するݕ౼とܾ定、
それらに関する横浜หޢ士会（現ਆಸ川ݝหޢ士会）との協ٞ、それらをഎܠに行う学内外・社会各界
各૚へのઆ明と協力ґ頼、それらをもとに行うจ部科学省との協ٞ、教員֬保、ࢪ設੔උなどが、系長
のもとでロースクール開設४උ委員会のϝンバーを中心にして行われたが、法཯系教員શ員の協力に
よって࡞業は進められた。

̎ɽंの྆ྠᴷ国際関܎法専߈
法科大学院である法૤実務専߈ができるまで、国際関܎法専߈は、法૤実務専߈のલ਎である経済関

׬に教育をิޓしつつ、一定のൣғで૬ڙの教育にඞཁな科目をఏ߈とともに、それͧれの専߈法専܎
しあい、ླཱྀ 学生にରする研究指導もそれͧれ実ࢪしてきた。ӳޠによる法学教育もڞ通に実ࢪしてきた。
この協力関܎は、法科大学院が設ஔされて以߱も制度的制໿のもとでもできるݶりҡ࣋されることが期
଴され、また、国際関܎法専߈は専ࣗ߈体としてもඞཁな教育をఏڙし࣭のߴい学生をഐ出して発展を
ҡ࣋していくඞཁがあった。
྆専߈はंの྆ྠとして、協力し合いながら進展していくことが、法཯系શ体にとって活力とௐ࿨を

ҡ࣋するためにඞཁであり、そのことが設ஔにあたっても֮ࣗされてきた。
法科大学院設立にあたっては、憲法・行政法・ຽ法・商法・ຽ事ૌু法・ܐ法・ܐ事ૌু法といった

法཯基本科目の担当教員をڞ通に法૤実務専߈の専任教員とするඞཁがあったことから、国際関܎法専
。成されることとなったߏはそれ以外の法཯分野・社会科学分野の教員で߈
そこで、国際関܎法専߈の法૤実務専߈へのࢀ加と協力は、法૤実務専߈の展開・ઌ୺科目の担当と

国際関܎法専߈科目とのڞ通化によって行われた。しかしながら、法૤実務専߈からの協力には、制度
的な制໿や法૤実務専߈の教育ෛ担のॏさから一定の制ݶがආけられなかった。ӳޠによる教育は、担
当Մೳな教員に一定の制໿があり、従来どおりでなけれ͹ҡ࣋できないため法૤実務専߈教員の一部も
協力する実ࢪ体制が֬保されたが、通常の院生教育においては、法૤実務専߈の教員による院生の研究
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指導はできͣ、開講科目へのࢀ加を国際関܎法専߈の学生にೝめることもෆՄೳであった。そのことは
国際関܎法専߈の入学ر๬者数、特にཹ学生のئࢤ者数にӨڹした。それは法૤実務専߈のئࢤ者数と
ൺֱして、྆専߈のௐ࿨にもӨڹを与えかͶないことであった。
そこで、国際関܎法専߈について༧ࢉをׂいて各छϝσΟアを通した積極的な 13を行うとともに、

法科大学院開設後̏年を経て教育内༰・ํ法にམͪ着きとएׯの༨༟の出てきた担当者による新ن科目
のఏڙを通した協力がࢼΈられた。

̏ɽࡾҐ一体とࡾ系の協力・発展
教員૊৫のܾ定に関しては、લ߲でड़べた国際関܎法との教員ுり෇きのมߋもさることながら、経

済系・経営系との関܎に৮れることがෆՄܽである。
法科大学院設ஔܭըのจ部科学省への実現ཁٻは、୯独で行われたわけではない。法཯系大学院はط

に独立の研究科ではなく、発展的にղফされ、経済系、経営系とともに、国際社会科学研究科というത
士課程લ後期から成る研究科の一部としてߏ成されていた。そして、当時課୊となっていた教育人間科
学部のվֵから生じるӨڹをྀߟしつつ、経済系、経営系もそれͧれ大学院の教育研究に関して発展ܭ
ըを୳っていた。ࡾ系から成る研究科は、૬ޓに発展し、協力し、ߋに発展するというํ޲が期଴され
ていた。そこで、経済系は国際社会科学研究科を研究院と学෎とに分཭して研究のߴ度化をਤる׬શ部
局化、経営系はϏジωススクール、法཯系はロースクールという、ࡾつの目ඪをࡾҐ一体としてಉ時に
ཁٻし、国際社会科学研究科શ体で発展できるよう、จ部科学省とのંিに当たった。大学શ体として
は、大学院ॏ఺化にର応した発展ܭըがあり、その一環にҐஔͮけられた。
しかし、2002 年度を中心に、一年以上にわたりจ部科学省と国際社会科学研究科との࿩し合いがも

たれる過程で、࠷ऴ的に 2004 年度には、新しく発଍する法科大学院制度にର応して、法科大学院の設
ஔだけがೝめられることとなった。
新૊৫の設ஔには、それまでの૊৫վฤがෆՄܽである。それまで法཯系はݻ༗の専߈として、国際

社会科学研究科に、経済関܎法専߈と国際関܎法専߈というೋつのത士課程લ期（修士）と、国際経済
法学研究科というത士課程後期（ത士）のࡾつの専߈をߏ成していたが、ത士課程後期の教員૊৫はത
士課程લ期の教員が݉担によってߏ成されるものであったため、経済関܎法専߈を法૤実務専߈にվ૊
してそれを法科大学院とするとしても、経済関܎法専߈の教員だけでは、法科大学院設ஔにඞཁな専任
教員数にे分でなかった。
国際関܎法専߈の教員のうͪ法科大学院の基本科目を担当する教員を移動させても、専߈をফ໓させ

国際社会科学研究科の存立基൫をΏるがせるという݁Ռをもたらすだけで、法科大学院の専任教員数の
֬保としてはे分でなかった。それは、国際経済法学研究科設ஔ以来、法཯系の専߈がその所属専任教
員だけでなく、法཯系専߈設ஔをओ導しその฼体となった経済学部経済法学科の法཯系教員の݉担、協
力講࠲としてのࢀ加にࢧえられていたためであった。
そこで、教育人間科学部をؚめた大学શ体のվֵのํ޲が定まらない中ではあったが、経済学部のܾ

அによって、経済法学科の教員の法科大学院専任教員へのৼସが行われた。そのことは、ಉ時に経済学
部経済法学科のղফを伴う૊৫վฤをҙຯしたが、経済学部の協力の下にこれが行われた。経営学部か
らも、協力講࠲教員ϙストの移؅が行われたが、޾い૊৫มߋをඞཁとする数ではなかった。
このようなࡾ系間の協力による発展は、それ以લにもྺ࢙があり、それにࢧえられていたとߟえられ
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る。国際社会科学研究科を設ஔしたときには、新たなത士課程後期を༗する新研究科を設ஔするために、
経済系およͼ経営系は修士課程部分を学部から੾り཭して新一研究科の専߈の一部とすれ͹଍り、本体
の経済学部・経営学部は独立の部局として存ଓしたが、法཯系は、新研究科新設のスクラップのର৅と
して国際経済法学研究科という独立ݻ༗の૊৫をղফし、系ݻ༗の૊৫をࣦうというܗでの協力を行っ
ている。ߋにḪれ͹、国際経済法学研究科設ஔのときには、経済系およͼ経営系から૊৫มߋを伴わな
いݶ度での一೫至ೋの法཯系ϙストの移؅というܗでの協力が行われている。ݹくは経営学部の経済学
部からの独立も、޿いࢹ野でݟれ͹、そのような発展のための協力とも理ղされる。
このような協力関܎をഎܠに、経済法学科に代わって経済学科内にஔかれた法と経済コースのために

経済学部がඞཁと൑அした法学教育については、従来経済法学科がఏڙしてきた以上の授業科目の担当
を法཯系がఏڙしている。また、経営学部が੹任部局であったશ学の教ཆ科目についても法཯系が੹任
部局としてその੹務をෛい、経営学部ࣗ体にඞཁな法཯科目の人的ख当ても法཯系が実ࢪするという、
協力関܎を築いた。

４ɽ横浜หޢ士会（現ਆಸ川ݝหޢ士会）のશ面協力
横浜หޢ士会（現ਆಸ川ݝหޢ士会）とは、ߏ૝当初の 2000 年から横浜หޢ士会ロースクール委員

会を通して、開設科目、協力Մೳ科目、೿ݣ教員などについて、協ٞをॏͶた。その݁Ռは、ΧリΩュ
ラムや授業内༰・ํ法に൓өされ、また、法科大学院開設とಉ時に、経験๛෋な୎ӽした実務Ո専任教
員（教授）໊̏、٬員教授໊̍の೿ݣ協力をಘ、展開ઌ୺科目の̒科目の開講と非常勤講師の೿ݣ協力
をಘるに至った。また、ローϠリングという໊শの೿ݣหޢ士事務所における学生の実஍研修では、֘
当学年શ員のडけ入れをՄೳにする数のหޢ士事務所の協力をಘた。横浜஍ํࡋ൑所およͼ横浜஍ํݕ
。い協力も加えて、શ面的な協力をಘた޿学・౼࿦の஥հなど、多ํ面にわたる෯ݟிにおける業務࡯
なお、ࡋ൑所からは開設年度当初から非常勤講師としてຽ事ࡋ൑官の೿ݣをಘ、法務省からは 2005

年度から専任教員（教授）の೿ݣをಘるに至った。

̑ɽ学内外・社会各界各૚へのઆ明と協力ґ頼
学内にରする設立ߏ૝のઆ明と協力ґ頼は、部局長࠙ஊ会・部局長会ٞ、֓ࢉཁٻへのઆ明と協力ґ

頼委員会などを通じて、ߏ૝の初期から設立まで、ંに৮れて行われ、学長・理事会およͼ各部局から
それͧれの立場に応じた協力をಘた。
学外の各界・各૚へのઆ明と協力ґ頼は、まͣ、「横浜国立大学法科大学院ߏ૝について」と୊する

シンϙジウムをランドマークタϫーで開࠵し、法૤ࡾ者およͼ他大学法科大学院ߏ૝੹任者などをパω
リストおよͼௌऺとして招き、ߏ૝について޷ҙ的なධՁをಘるとともに、൸࿐されたҙݟを後のݕ౼
に໾立てた。ࣗ治体にରしては、ਆಸ川ݝ・横浜ࢢ・川࡚ࢢを中心に関܎教員がઆ明と協力ґ頼に赴き、
経済界にରしては、横浜商޻会ٞ所を中心にઆ明と協力ґ頼を行った。ಉ૭会に関しても、෋ٰ会にର
しては、঑学金の創設など۩体的なґ頼をؚめて協力ґ頼を行った。
。していたࢪ者にରするઆ明会は、学内と学外でそれͧれೋճ程度行い、以߱もຖ年΄΅ಉ様に実ئࢤ

̒ɽ教員֬保とࢪ設੔උ
法科大学院制度開始̎年લࠒの 2002 年には、設ஔを目指す各法科大学院において教育を実ࢪするた
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めにඞཁなద任の担当研究者教員の争ୣがܹしくなり、本学においても法૤実務専߈専任教員として他
大学から新たに໊̔を採用した。ߋにその過程で、他大学への転出者をิ充する教員として໊̎の教員
と、จ部科学省からの基४の明ࣔによって分野ߏ成上ߋにඞཁとなった教員など໊̎を採用した。その
過程で、法཯系専߈におけるंの྆ྠがうまくճ転するように、法科大学院では展開ઌ୺科目を担当し、
国際関܎法専߈ではӳޠによる教育も担当することがՄೳな国際関܎法専߈の専任教員も、新たに໊̏
採用した。そのため、法૤実務専߈の教員定員数のෆ଍がෆՄආとなり、経済学部から໊̍分を̑年間、
શ学࿮から໊̍分を̏年間ି与してもらえるよう協力をڼいだ。
また、法科大学院においては、これまでの大学院とは異なり、ड講者ن໛が講義科目で 50 ໊、ԋश

科目で 25 ໊となるため、大学院の教ࣨではऩ༰がෆՄೳとなる事ଶが生じることが֬定的であった。
しかしながら、法཯系は学部を࣋たない大学院ݻ༗の૊৫であるため、ద੾な教ࣨの֬保が独ࣗではෆ
Մೳであった。また、̍学年 50 ໊、̏Χ年で在学生が 150 ໊にٴͼ、その専用ࣗशࣨ・ࣗशصがඞཁ
とされたが、従来の大学院定員を大෯に௒過するため法཯系ではࣗલのスϖースの֬保がෆՄೳであっ
た。しかし、新نのݐ෺ཁٻはෆՄೳであったため、૊৫࠶ฤに伴う֨ࢿ面積のݟ௚しは当面行われに
くいঢ়گをݟ通しながら、まͣ国際社会科学研究科શ体のスϖースのௐ੔でやりくりし、それでもなお
ෆ଍するスϖースに関しては、教ࣨについては経済学部から 50 人૬当の教ࣨを一つ、経営学部から 25
人૬当のԋशࣨ一つをआ用し、ࣗशࣨについては経営学部から 50 人૬当分のスϖースをआ用すること
でしの͙こととなった。その間、ඞཁな༧ࢉ的ાஔのෆ଍については、学長・理事会などの൑அにより、
プロジΣクトϕースで഑分されるશ学の༧ࢉからの協力によってしの͙こととなった。

７ɽ設ஔೝՄと入学ࢼ験等の実ࢪ
以上の経Ңを経て、2003 年̒月 30 ೔෇でఏ出された設ஔܭըに基ͮいて、ಉ年 11 月 27 ೔に、法科

大学院の設ஔがೝめられた。
それをडけて、2004 年４月̍೔開設のために、2004 年度入学ࢼ験として̍月に࿦ड़ࢼ験が、̎月に

験が行われた。ืू人員ࢼड़ޱ 50 ໊にରし、970 ໊が応ืし、68 ໊が合֨し、50 ໊が入学した（入学
当初からのٳ学者をআく）。うͪ、̏月に実ࢪされたط修者ೝ定ࢼ験で、11 ໊が̎年修了のՄೳなط修
者としてೝ定された。入学者のうͪ、法学部以外の出਎者の数が法学部出਎者の数を上ճり、社会人の
ൺ཰がׂࣣを௒え、法学部以外の出਎者と社会人を合わせるとׂ̔以上となり、ঁੑൺ཰は 40ˋにୡ
した。
４月̒೔の大学શ体の入学ࣜにઌ立って、開設の೔４月̍೔にガΠμンスが行われ、引きଓき௚ͪに

授業が開始された。開設ه೦ࣜయは、̒月 24 ೔に、ϕΠシΣラトンϗςルにおいて、จ科省官๪৹ٞ官、
横浜஍ࡋ所長、横浜Ոࡋ所長、横浜஍ݕݕ事正、横浜หޢ士会会長、஍ݩબ出国会ٞ員、ࣗ 治体ट長（代
理）、経済界代表、税理士会・司法ॻ士会などྡ઀法཯৬ஂ体の代表などを来ෂに迎え、法務省特ผސ問、
法཯系໊༪教授のॕࣙをڼいで、ڍ行された。
2004 年開設後、法科大学院は、外部ࢿ金の導入に関しては、法科大学院等専門৬大学院ܗ成ࢧԉプ

ログラムに応ืした『࣋ଓՄೳな実務教育体制と教ࡐ開発ᴷ「横浜Ϟσル」の導入ᴷ』というプログラ
ムによって、2999 ສԁの交෇をडけた。
2005 年度には、2006 年̏月 24 ೔に法科大学院࠷初の修了ࣜが、横浜஍ࡋ所長、横浜Ոࡋ所長、横浜

஍ݕݕ事正、横浜หޢ士会会長を来ෂに迎えて行われ、10 ໊の修了生が஀生した（ط修者ೝ定ࢼ験で
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入学した 11 ໊のう໊ͪ̍は在学中にچ司法ࢼ験に合֨し退学していた）。この修了生は、̑月に第̍ճ
の新司法ࢼ験をड験し、໊̑が合֨した。

ᶙɹ法཯系の発展
経済学部と経営学部における法学講義は、྆ 学部が 1966 年に分཭するまで、「ຽ法」を࡚ࢁ๜඙、「商

法」をਗ਼ਫ新、そして「行政法」を成田頼明の໊̏で分担し、法学の一ൠ教育もこの໊̏が担当してい
た。しかし経済学部と経営学部の分཭後は、ຽ法と商法の教員は経営学部に移籍し、また一ൠ教育の法
学（講義科目は、「憲法」およͼ「法学」）も経営学部が担当する一ํ、経済学部では 1976 年に、経済
法や࿑ಇ法あるいはࢢຽ法といった応用法学をその特色としてଧͪ出した経済法学科が創設された。
こういった法学分野の教育研究をまとめて、1990 年４月、修士課程をఏڙする国際経済法学研究科

が学部を࣋たない独立大学院として創設された。国際経済法学研究科における法学教育は、経済関܎法
や国際関܎法を中心とする応用的あるいは実務的分野が中心であり、その一ํ、憲法やຽ商法・ܐ事法
あるいはૌু法等の基礎的な法学分野の教育体制はඞͣしもे分なものではなかった。なお 1995 年よ
り、世界ۜ行と横浜国立大学શ体の協力によるӳޠでのཹ学生ର৅・修士課程プログラムである「Πン
フラストラクνϟー؅理学プログラム（*.1）」の事務局機ೳもஔかれ、さらに 2001 年度からは、移行
経済国の政෎৬員をର৅とした +*$"（国際協力機ߏ）との連携プロジΣクトである「法੔උࢧԉコー
ス（-4%1）」も開設された。なおこの法੔උࢧԉコースは、2006 年度からは「法と公ڞ政策コース（-11）」
に発展している。
2004 年４月、経済学部およͼ経営学部を࣠とするશ学的な協力によって、いわΏる法科大学院（ロー

スクール）が、国際社会科学研究科の法૤実務専߈（専門৬大学院）として創設された。そして、それ
まではඞͣしもे分ではなかった、憲法やຽ商法、ܐ事法あるいはૌু法といった、いわΏるओཁ̒法
科目の教育研究に携わる教員が大෯に૿員された。また法科大学院の設立に伴い、経済学部の経済法学
科はղফされ、経済法学科所属の教員はすべて、経済学部あるいは経営学部ではなく国際社会科学研究
科に所属することとなった。

̍ɽ教員૊৫の発展
行政法・経済法分野
経済学部における専任教員による行政法の講義は、1954 年̑月に成田頼明が横浜国立大学経済学部

に専任講師として赴任したことに始まる。成田は、ಉ年̒月、法制局ࢀ事官ิ（1963 年４月、ࢀ事官）
にซ任され、このซ任は 1967 年４月までଓいた。なお、この時期、教育学部では、行政法研究者であ
る荒秀が、成田とಉ様、法制局ࢀ事官ิ（1963 年４月、ࢀ事官）とのซ任のまま、法学担当教官とし
て採用されている。
1965 年、経営学部が経済学部と分཭するに伴い、経営学部における行政法の専任教員として、新

たに藤୩正തが採用された。1975 年にはိ生新が採用され、経済法の教育・研究を担当した。また、
1989 年̍月には（ࡒ）ి力中ԝ研究所の研究者であったࡾᬑՆ༤が経営学部ೋ部の行政法担当とし
て、またಉ年４月には๺ଜتએ（在৬は 2003 年̏月まで）が経済学部の行政法担当として採用された。
1990 年４月には、หޢ士を経て公正取引委員会で活躍していたଜ上政തが国際経済法学研究科に採用
され（在৬は 2002 年̏月まで）、ओにڝ争法や通商法分野での教育・研究を担当した。さらに 1993 年
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5 月には、ݐ設省や内ֳ法制局で๛෋な実務を経験した੢୩߶が加わり、行政法（特にܭը行政法）の
分野の教育・研究を担当した（2004 年̏月退官）。
ຽ法分野
経済学部における専任教員によるຽ法の講義は、1948 年̕月に࡚ࢁ๜඙が当時の横浜経済専門学ߍ

に赴任したことに始まる。࡚ࢁは、1949 年 12 月 15 ೔に横浜国立大学講師を݉任したので、経済学部
におけるຽ法の講義はこの年から専任教員によって担われることになった。経済学部における法学教育
の担当者は、経済学部と経営学部の分཭がされるまで、࡚ࢁ๜඙（ຽ法）、ਗ਼ਫ新（商法）、成田頼明（行
政法）という体制であり、一ൠ教育もこの໊̏が担当していた。経済学部では、1976 年に経済法学科
が創設され、ຽ法・࿑ಇ法担当として、ߒޱࢁ一郎（在৬ 1966 年４月ʙ 1970 年̏月）、新ඒ育จ（在
৬ 1983 年４月ʙ 1986 年̏月 
田୎生（1980ࢁ、 年４月ʙ 1998 年̏月）がຽ法講義を担当した。1990
年４月、国際経済法学研究科が創設された。とくにಉ研究科では、「国際」という؍఺をॏࢹしたために、
ຽ法については、ൺֱ法的なख法をॏࢹした講義科目が഑ஔされた。また、研究科創設とともに森井ӳ
༤（在৬ 1988 年４月ʙ 1993 年̏月）がݖ࠴担保法を担当し（商法の部分もࢀর）、後任としてਇ光ত（在
৬ 1997 年４月ʙ 2001 年̏月）がಉ法を担当した。当初は、ຽ法担当教員はࢁ田୎生、ԁ୩फ़であった
が、ࢁ田୎生が退৬の後は、দඌ弘（在৬ 1994 年４月ʙ 2003 年̏月）が招ᡈされ、開発法学の΄かに
ຽ法関連科目をも担当した。なお、2001 年４月に開始された +*$"からの೿ཹݣ学生にରするӳޠ専
門教育においても、ӳޠによるຽ法講義科目が開講された。
創設された法科大学院では、ະ修者が多く進学するであろうとの૝定により、一年࣍にはຽ法をపఈ

的に理ղさせることにした。このํ਑のもとにຽ法の各ྖҬをくまなく教育するΧリΩュラムが設けら
れた。また、法科大学院のຽ法講義を担当するために、Ԟګࢁ子、ࠓଜ与一、ڮߴण一、౉ᬒ୓、֯田
ඒึ子が招ᡈされた。

商法分野
横浜国立大学における商法の研究・教育は、1947 年 12 月にਗ਼ਫ新が横浜経済専門学ߍに着任したと

きに始まる。ਗ਼ਫは、1979 年に定年退官するまで、本学における商法学の研究・教育の֬立と発展に
尽力した。
1975 年にཹٱౡ隆が経営学部に着任し、以後、大学院国際経済法学研究科およͼその後に設立され

た法૤実務専߈において、商法の教育・研究の中֩となった。
1978 年には大ᖒ߁孝が経済学部に着任し、経済法学科においてا業法を担当した。1999 年から 2002

年まで経済法学科長として大学院教育へのॏ఺移行とのௐ੔をਤりつつ経済学部における法学教育の充
実に尽力した。経済学部では、経営学部の商法講義とはやや異なったࢹ఺から、商法શ体をا業法と
してଊえた講義がఏڙされた。国際経済法学研究科の創設に޲けて、1988 年に、χνϝンࣜג会社の
常勤؂ࠪ໾であった森井ӳ༤が着任した。1990 年に独立大学院として国際経済法学研究科が創設され、
森井が 1993 年に退官するまで森井、ཹٱౡ、大ᖒの໊ࡾの充実した体制で修士課程と学部の商法教育
がఏڙされた。この時期には、多くの他大学からの入学者、また多くの外国人ཹ学生が商法の修౔の学
Ґを取ಘして国際経済法学科の大学院を修了した。とくにຽ商法をر๬するアジアॾ国のཹ学生が多く
。られたݟ
2004 年からは、法૤実務専߈が創設され、従来からの学部の商法、大学院の商法とซせてロースクー
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ルにおける商法教育を担当することとなったが、多くの時間とエωルΪーが法૤実務専߈の教育に஫ぎ
士会から川ౡਗ਼Յがޢの実務Ո専任教員として、横浜ห߈まれるようになった。法૤実務専ࠐ 2004 年
に着任して、商法は࠶ͼ 3໊の充実した体制となった。

ຽ事ૌু法分野
本学社会科学系におけるຽ事ࡋ൑制度・ຽ事ૌু法分野の研究・教育は、1989 年４月に、ࡔ田宏が

京౎大学大学院ത士後期課程を修了して経営学部に着任したことに始まる。ࡔ田は、後に国際開発研究
科に所属をมえながらも、2002 年４月に東๺大学に転出するまで、13 年間在৬した。ࡔ田が転出した
後は、௚ͪに、成৓大学から野ଜ秀හが、国際社会科学研究科教授として着任し、関܎分野の研究・教
育を引き継いだ。法科大学院（法૤実務専߈）の発଍を߇え、さらに、2003 年４月には、ҏ東俊明が
国際社会科学研究科にখḺ商科大学から着任した。
法科大学院の発଍とともに、実務Ո専任教員としてหޢ士のਿ原光তが着任した。

事ૌু法分野ܐ・法ܐ
横浜国立大学におけるܐ法・ܐ事ૌু法分野の研究と教育は、1978 年４月に田中ར޾が経済学部に

着任したことに始まる。田中は、その後、経済学部およͼ大学院国際経済法学研究科の教員としてਫ਼力
的にܐ法の教育指導と研究をଓけた。2004 年度には、開設ૣʑの法科大学院・法૤実務専߈の初代専
。長を務めた߈
事ૌু法が専門の佐藤隆೭は、東京大学ॿखを経て、1995ܐ 年４月に経済学部講師として着任し、

の講義を担当した。2002܎事खଓ法関ܐ 年 10 月、佐藤は東๺大学に転出した。
法が専門のᜊ野඙໻は、成᪟大学・๺ւಓ大学を経て、2002ܐ 年４月に国際経済法学専߈の教員と

して着任し、法૤実務専߈の設立後はロースクールでܐ法関܎の講義を担当した。
2003 年４月には、長井ᅵ（ܐ事ૌু法）がਆಸ川大学を経て本学のロースクール教員として着任し、

2004 年には、ୢ井૱子（ܐ事法学）が、౧ࢁ学院大学を経て、本学の法૤実務専߈のॿ教授として着
任した。ロースクールの実務Ո教員としては、2004 年度からはಙߐ義యが、また 2005 年度からは佐藤
光代が教佃をࣥった。

憲法分野
憲法分野では、2002 年、܅௩正ਉが、東ւ大学、関੢大学を経て本学に着任した。2005 年、原田一明が、

ᅳላ院大ላ、東京౎立大学を経て本学に着任した。

社会法分野
࿑ಇ法・社会保障法・環境法ॾ科目は、দ田保඙が 1970 年に経済学部法学科に赴任したことに始まる。

দ田は、その後 1995 年に退官するまで、経済学部およͼ経営学部、国際経済法学研究科、そして国際
社会科学研究科において講義を行った。またদ田は、本学が 1995 年に೔本政෎およͼ世界ۜ行と協力
して్上国の人ࡐ育成ࢧԉのために立ͪ上͛た、世界ۜ行঑学生（ཹ学生）をର৅に講義およͼ研究指
導はすべてӳޠで行う、શ学体制の分野横அ的修士課程である「Πンフラストラクνϟー؅理学プログ
ラム（*.1）」について、政෎や世界ۜ行との交渉から、ΧリΩュラムの立Ҋ・ௐ੔、そして۩体的な
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運営や講義・研究指導等に至るすべての過程において、まさに中心として活躍し、その後に本学で発展
した多様な国際化プログラムの基礎を築いた。
1989 年に経済学部経済法学科に赴任した加藤峰夫が環境法政策関連科目を担当した。
2003 年に関ふ佐子が経済学部経済法学科に赴任し、学部と大学院における社会保障法に関する教育

研究を積極的に展開した。

国際法・外国法分野
本学の社会科学系学部・研究科における「国際法」や「国際私法」に関連する分野の教育・研究は、

経済学部経済法学科における専門科目「国際法」に始まり、かなりの期間非常勤講師に頼ってきたが、
ようやく 1981 年 4 月に柳原正治が着任したことに伴い、常勤体制に入るようになった。そして、柳原
が九州大学へ異動するとともに、1989 年度から 1991 年度までは柳赫秀が専任教員として担当したが、
1992 年度から新設された国際経済法学研究科へ移動するに従い、（学内）非常勤講師担当体制になった。
国際私法の場合は、根本洋一が 1987 年度に赴任して以来専任教員として担当してきた。
「国際法」分野では、1993 年度「開発協力コース」の開設に伴い赴任してきた森川俊孝が国際法関連
の講義を担当した。それから 2003 年７月に赴任した荒木一郎は、通商産業省（現経済産業省）におい
て長年通商交渉に携わった後、世界貿易機関事務局法務官として通商に関する国際紛争の処理に関与し
た実務上の経験をもとに、国際取引法関連の講義を担当した。
「外国法」分野では、ガブリエーレ・パシュケ（ラトケ）が 1990 年度から 1993 年度までヨーロッパ
取引法関連の講義を担当した後、須網隆夫（1994 年度と 1995 年度）がそれを引き継ぎ、1998 年度から
は庄司克弘が他大学へ移転するまでの 2003 年度まで担当した。それから戦憲斌が 1991 年度から 1996
年度までアジア法関連科目の講義を担当した。

租税法分野
本学における租税法教育は、1974 年に碓井光明が経済学部に赴任したことから始まる。碓井は、横

浜国立大学経済学部経済学科の卒業生で、在学中は、成田頼明ゼミに所属して行政法を勉強した後、東
京大学大学院法学政治学研究科公法専門課程に進学し、租税法研究の第一人者である金子宏の下で研究
を修め、大学院修了後、本学で初めての租税法担当者として採用された。碓井は本学に 17 年間在籍し、
その問、経済学部に所属する法学という特色を存分に活かして、多彩な教育・研究活動を展開した。
本学の法学教育は、1990 年に、独立大学院修士課程国際経済法学研究科が創設されたことによって、

大きく発展するが、特に租税法の応用的かつ国際的な教育・研究を充実させるため、1991 年４月から、
東京大学を定年退官した、金子宏を迎えることとなった。
金子の教育・研究業績は、わが国の租税法研究の第一人者として言を俟たないところであるが、国際

経済法学研究科に赴任した後においても、教育面では、数多くの学生の指導教官を担当しただけでなく、
外国の一流の学者（ハーバード・ロースクールのオリバー・オルドマン教授やミュンヘン大学のクラウ
ス・フォーゲル教授など各国を代表する租税法学者）を本学に招き、講義や研究会を通じて、学生や研
究科スタッフを啓発した。また、研究面では、金子が研究委員長の時に、研究科の機関誌である『横浜
国際経済法学』の創刊に尽力した。
碓井は、1991 年４月から、東京大学法学部に転出し、非常勤講師として、本学の国内租税法の教育
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を担当したが、国際経済法学研究科において租税法専߈をر๬する学生数がきわめて多かったことをड
けて、新たな国内租税法担当者として、1993 年から࡚ؠ政明が赴任した。その後、1998 年に、国際租
税法科目の担当者として、川୺߁೭が赴任した。これにより、租税法担当者が̎人体制となった。
その後、法૤実務専߈開設の४උஈ֊において、2002 年 10 月に、新たに、٢ଜ政ึが採用された。

これにより、本学における租税法教育は、国内租税法̎人、国際租税法 1人の̏人体制で行われること
になり、શ国的にݟても、きわめて特色のあるものとなった。

஌ࡒ法分野
本学においてはૣくから஌的ࡒ産法制度に関する教育・研究体制の充実をਤってきた。1989 年度、

จ部省においてஶݖ࡞行政の経験を༗するՏ野Ѫを招ᡈした。以後、この分野における教育・研究の充
実・発展をਤるため、継ଓ的にจ部省出਎の教員を迎えてきた。
1992 年度には後任としてࢁ中৳一を迎え、1995 年度からは٢田大ี、1998 年度からは࡞Ֆจ༤、

2001 年度からは田ޱॏ憲を迎え、2004 年度からは大࿨३を迎えた。

政治・行政・国際開発協力学分野
ఱ川ߊは 1974 年に本学経済学部に採用されて以来、本学を代表する政治学者として活躍した。ఱ川

は 1990 年の国際経済法学研究科設ஔに伴い経済学部から移籍し、国経法系の政治学を担うこととなっ
た。ఱ川の専門研究ྖҬは戦後઎ྖ࢙研究であり、他ํのླ木޾夫はジϟーφリζムの出਎であり、೔
本の政策ܾ定過程に関する講義を担当した。
国経法系における政治学の専任スタッフは、1994 年度から 1997 年度まではఱ川だけとなったが、

1998 年度からは行政学を専門とするখ஑治が専任スタッフに加わった。ఱ川は 2001 年度をもって退官
し、その後任には 2003 年度より׏ౡ洋ඒが着任した。開発協力の分野では、1993 年にԬ田༃夫が国経
法系に着任した。Ԭ田はچ運༌省の出਎であり、長い間開発ԉॿに取り૊Μできた実務経験๛෋な教員
であった。Ԭ田は 2000 年に定年退官し、その後任にはಉじくچ運༌省出਎の஑田ཾ඙が着任した。
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